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平成２８年度 公設試験研究機関 研究課題等評価 実施状況 

 

 

 

 

 

試 験 研 究 機 関 名 
外 部 評 価 

実 施 日 

評価委員会 

出 席 者 
評価実施概要 備考 

原子力環境監視センター H28.11.15（火） 外部委員 ４名 
機関評価 

中間評価 ２課題 
 

衛生環境研究センター H28.8.30（火） 

外部委員 ７名 

内部委員 １名 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ  ３名 

事前評価 １課題 

中間評価 ４課題 

事後評価 ２課題 

 

工業技術センター 
H28.8.8（月） 

H28.8.23（火） 

外部委員 ７名 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ  １名 

事前評価 ５課題 

中間評価 ６課題 

事後評価 ５課題 

追跡評価１９課題 

 

食品加工研究所 H28.8.24（水） 
外部委員 ４名

内部委員 １名 

事前評価 ２課題

事後評価 １課題 

追跡評価 １課題 

福
井
県
農
林
水
産
業
活
性
化
支
援
研
究
評
価
会
議 

農業試験場 

(農試附置機関) 

園芸研究センター 

H28.7.27（水） 
外部委員 ５名

内部委員 ２名 

事前評価 ８課題

事後評価 ２課題 

追跡評価 ４課題 

畜産試験場 H28.7.27（水） 
外部委員 ５名 

内部委員 １名 

事前評価 １課題 

事後評価 １課題 

追跡評価 １課題 

水産試験場 

(水試附置機関) 

栽培漁業センター 

内水面総合センター 

H28.8.30（火） 
外部委員 ５名 

内部委員 ２名 

中間評価 １課題 

事前評価 ２課題 

事後評価 ２課題 

総合グリーンセンター H28.8.26（金） 
外部委員 ４名 

内部委員 ２名 

事前評価 １課題 

事後評価 ４課題 

追跡評価 ３課題 

建設技術研究センター 
H28.10.13（木） 

H29. 3.14（木） 

外部委員 ６名 

内部委員 １名 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ  １名 

事前評価 ６課題 

事後評価 １課題 

中間評価 ４課題 
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平成２８年度 評価結果報告書【福井県原子力環境監視センター】 

 

１ 機関名  福井県原子力環境監視センター 

 

２ 開催日時 平成２８年１１月１５日（火） １４時００分～１６時３０分 

 

３ 開催場所 福井県原子力環境監視センター ２Ｆ 緊急時対策室 

 

４ 出席者 

  ［委員］ 

 日下幸則（福井大学医学部医学科 国際社会医学講座 環境保健学教授） 

   安田仲宏（福井大学付属国際原子力工学研究所原子力防災・危機管理部門長/教授） 

   辻 宏和（公益財団法人若狭湾エネルギー研究センター 研究開発部長） 

小澤弘志（株式会社原子力安全システム研究所 代表取締役・副所長） 

 

    ［原子力環境監視センター］ 

   所長        田賀幹生 

   管理室長      光川英雄 

   福井分析管理室長  八杉昌志 

   主任研究員     玉柿励治 

   主任研究員     岩井直樹 

   研究員       神戸真暁 

   主事        山本哲大、清水隆之、川村恭平 

 

４ 評価対象 

（１） 機関評価 

（２） 研究課題評価（中間評価） 

ア 原子力災害対策重点区域拡大に伴うバックグラウンド調査 

イ 新たな緊急時測定体制の確立に向けた SrI2(En)シンチレーション検出器の 

適応条件の検討 

 

５ 評価結果総評 

 機関評価および研究課題評価（中間評価）２題について評価を行った。評価はＡからＣの３段

階で行い、機関評価の総合評価はＡ（適切である）、研究課題評価の総合評価はいづれもＡ（優れ

ている）であった。 
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６ 評価結果詳細 

 （１）機関評価 

評価期間 Ｈ２４－２８ 

評価項目１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ センターの運営全般および課題について 

①センターの運営方針は妥当であるか 

②地域社会への寄与･貢献は十分にして適切であるか 

③環境放射線監視･調査研究環境は適切であるか 

④環境放射線監視･調査研究機関として管理･運営体制は効率的･効

果的なものになっているか 

⑤予算、人員等の環境監視･調査研究資源の配分は妥当であるか 

⑥センターの業務遂行に当たり、施設･設備は十分にして適切であ

るか 

また、効率的･効果的に整備され、利用されているか 

⑦センターの課題が適切に捉えられ、それに対する取り組みは適切

であるか 

主な意見 

 

 

 

〇限られた人材で適切な運営がなされており、地域社会への貢献は大き

い。今後、若手人材育成の戦略を関係機関等との連携により解決に向

けていただきたい。 

○職員間の技術・知見の継承が円滑に進むように運営して欲しい。 

○若手の技能育成とモチベーションの向上に、継続して取り組まれた

い。（外部団体との交流など） 

評点   Ａ 

評価項目２ 

 

 

 

 

 

 

➁ 平常時の環境監視業務・調査研究事業について 

①環境放射線監視機関として環境監視業務は十分にして適切であ

るか 

②スクラップ＆ビルドは適切になされているか 

③原子力環境監視のための研究機関として調査研究テーマの設定

は適切であるか、優先テーマ、重要テーマが適切に取り上げられ

ているか 

④研修、広報等は適切であるか。 

 主な意見 

 

〇時機に応じた研究テーマが取り上げられ、一定期間中に実用化するル

ーチンが確立されている。 

研修・広報などアウトリサーチ活動にさらに力を入れていただきたい。 

○ＨＰによる情報発信に当たっては、より一層わかりやすい内容、文言

となるよう工夫されたい。 

評点   Ａ 
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評価項目３ 

 

 

 

➂ 緊急時モニタリングに対する取り組みについて 

①緊急時モニタリングに対する取り組みは十分であるか 

②緊急時モニタリングに使用する施設･設備は十分であるか 

③緊急時モニタリングに関する体制は適切であるか 

 主な意見 

 

 

 

〇国の取り組みに合わせて計画的に進められている。今後、国、県との

調整により、当センターの具体的動き（有事）を明確化（マニュアル

など）される必要がある。 

○計画的に資機材等の充実を図ってきたことは評価できる。 

評点   Ａ 

総合評価 ➃ 総合評価 

総合評価としては、機関評価表の上記各評価項目の評点・意見を

参考にしていただくとともに、他に設備整備、広報、研修等につい

て妥当であるか等の点を参考にしていただきたい。 

主な意見 

 

〇適切な運営がなされているものと認める。 

○全体として計画に基づいた適切な運営であると言えるが、計画の妥当

性を常に見直す・チェックする姿勢も必要である。 

総合評点   Ａ 

［Ａ：適切である   Ｂ：見直す点がある  Ｃ：大いに見直す点がある］ 

 

 

（２）中間課題評価 

研究課題 原子力災害対策重点区域拡大に伴うバックグラウンド調査 

研究期間 平成 26 年度～平成 28 年度 

研究目的 

お よ び 

必 要 性 

東電福島第一原発事故を契機に、原子力災害対策指針（以下、「対策指針」

という。）が制定され、新たに原子力施設から３０ｋｍ圏が緊急時予防措置準

備区域（ＵＰＺ）として原子力災害対策重点区域に設定された。このため、

緊急時モニタリングの事前の備えとして、拡大された区域における放射線影

響評価の基礎データとなるバックグラウンドデータの集積が必要となった。 

当センターでは、固定観測局の増設により空間放射線量率のバックグラウ

ンドデータ収集を開始しているため、本調査において、環境試料中の放射性

物質の濃度のバックグラウンドデータの収集を行う。 

また、得られたデータは、他に実施してきた調査と合わせて整理し、緊急

時にこれらのデータが速やかに活用できるよう緊急時の事前の備えとする。 

総合評価   Ａ 

主な意見 ・福井分析室の数少ないスタッフで１０００検体を超える業績を上げている

ので努力はすばらしい。スタッフの人数がもっと多い必要があると思われ
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る。 

・重点区域が拡大される中、ベースとなるデータの取得という意味で非常に

重要。 

・他県のセンターの取り組みなど、比較対象が示されるとなおわかりやすく

なると思う。 

・今後、結果の公表方法についても議論していただきたい。 

・丹念にデータをとり、貴重な知見が得られた。計画通りに継続することが

望ましい。 

・調査結果については、緊急時に速やかにデータ活用ができるよう速やかに

整備することが望ましい。 

・バックグラウンド調査については、今後も継続して実施することが望まし

い。 

［Ａ：優れている   Ｂ：良好、適している  Ｃ：やや劣っている］ 

 

 

（３）中間課題評価 

研究課題 新たな緊急時測定体制の確立に向けた SrI2(Eu)シンチレーション検出器の

適用条件の検討 

研究期間 平成 27 年度～平成 28 年度 

研究目的 

お よ び 

必 要 性 

緊急時環境放射線モニタリング（以下、「モニタリング」）は、その結果が防

護措置等の実施の判断に利用されることから、実施には迅速性が求められる

とともに、事態の進展に伴うモニタリング内容の拡充に対応するため実施効

率も重要である。 

東電事故を踏まえた対応として、福井県では、緊急時の環境試料測定拠

点を、事故の影響が及ぶおそれの少ない福井市の福井分析管理室とした。

これには試料の長距離輸送を必要とし、実施効率が低下することから、移動

測定車の配備による簡素な現地測定体制を維持することとしている。また、

緊急時には様々な機関から要員が参集してモニタリングにあたるが、その多く

は放射線計測の経験に乏しい者であり、測定装置はできるだけ取り扱いの容

易なものを配備しておくことも重要である。 

ヨウ化ストロンチウムシンチレーション検出器（以下、「SrI2 検出器」）は、ゲ

ルマニウム半導体検出器（以下、「Ge 検出器」）ほどの分解能は得られない

ものの、取り扱いや管理が容易であり、ガンマ線核種分析が可能なシンチレ

ーション検出器である。事前調査により、福島県内の土壌沈着量評価に活

用できたことから平成 26 年度に配備した。 

そこで、本事業では、緊急時に Ge 検出器による測定を補完し、現地測定

体制を充実させるため、この SrI2 検出器の適用方法や測定条件等の検討、

評価を行う。 

総合評価   Ａ 
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主な意見 ・平成２８年度内に、ソフト、校正法などメーカーがどこまで改善できるか

その目安も出して欲しい。 

・SrI２検出器について研究者レベルで評価がきめ細かくなされている。

これによりいくつかの課題が見出された。メーカーとのやりとりに

よりさらなる改善を望む。 

・現地で簡易に使用できる機材として、SrI2(Eu)シンチレーション検出

器に着目し、検出器の特性に関する貴重な知見を蓄積している。残りの４

ヶ月程度でさらにデータを充実させることを期待する。 

・緊急時に、Ge 検出器による測定を補填するための適用方法、測定条件の整

備が望まれる。なお、SrI2 検出器が計測中ピークシフトする現象について

は、対応を早急にとるべきと考える。 

［Ａ：優れている   Ｂ：良好、適している  Ｃ：やや劣っている］ 
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平成２６年度 評価結果報告書【衛生環境研究センター】 

 

１ 評価対象機関名   福井県衛生環境研究センター 

 

２ 評価委員会 

 ○開催日時  平成 28年 8月 30 日（火）13：30～15：30 

［委 員］ 

廣石 伸互（福井県立大学名誉教授）：委員長 

岩崎 博道（福井大学医学部附属病院感染制御部教授） 

貴志 洋一（福井県医師会理事）※ 

日下 幸則（福井大学医学部国際社会医学講座環境保健学教授） 

西  芳子（福井県商工会女性部連合会理事） 

鳴瀨  碧（仁愛大学人間生活学部健康栄養学科教授） 

三浦  麻（福井大学教育地域科学部准教授） 

欠戸 郁子（福井県健康福祉センター所長・医幹会会長） 

   ※会議に出席することができなかったため、評価は事前に書面で実施した。 

 

［オブザーバー］ 

山田 一博（環境政策課参事） 

谷口 和之（循環社会推進課参事） 

橋本 年弘（医薬食品・衛生課主任） 

   ※地域福祉課および健康増進課は所用のため欠席。 

 

［衛生環境研究センター］ 

青木 浩一（所長） 

大橋 利通（管理室長） 

森  英倫（環境部長） 

 

３ 評価結果総評 

研究課題 7題（事前評価 1題、中間評価 4題、事後評価 2題）についての評価を行った。評価

は、ＡからＤの 4段階で行い、総合評価は委員 8名の各評価結果を記載した。 

その結果、全ての研究課題についてＡまたはＢ評価であった。この結果および各評価対象に対

する意見を今後の研究センターの業務および研究の推進に十分活かし、成果につなげていくこと

を期待する。 

 

 



 - 10 - 

４ 評価対象課題 

 

【事前評価】 

① 化学物質対策調査研究事業－福井県におけるリン酸エステル系難燃剤の実態把握と 

処理技術に関する研究－ 

 

【中間評価】 

① ネオニコチノイド系およびフェニルピラゾール系農薬の一斉分析法の検討 

 

② 福井県における呼吸器ウイルスの流行状況に関する研究 

 

③ 福井県における PM2.5高濃度時の挙動解明に関する研究 

 

④ 水質事故対応時の多項目迅速分析法に関する研究 

 

【事後評価】 

① 福井県における腸管系ウイルスの流行状況の解明研究 

 

② 福井県の食品添加物検査における迅速検査法の検討 
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５ 評価項目 

 

【事前評価】 

① 県民や行政のニーズに的確に対応する研究であるか。 

② 県民の健康と環境を守ることに役立つ研究であるか。 

③ 研究目標達成のための研究計画、体制（組織、設備、予算など）および技術手法は妥当で

あるか。 

④ 研究内容が独創性や新規性を有しているか。 

⑤ 県民生活や産業社会への波及効果が期待される研究であるか。 

⑥ 業務遂行のレベルアップに寄与する研究であるか。 

⑦ 外部への効果的な発信が考慮されているか。 

⑧ 費用対効果のバランスはとれているか。 

 

【中間評価】 

① 研究の進捗状況は適正であるか。 

② 研究の継続（目的、内容等）は妥当であるか。 

③ 研究体制（組織、設備、経費など）は適正であるか。 

④ 研究の継続が業務遂行のレベルアップに寄与するか。 

⑤ 研究の継続が研究センターの可視化への貢献につながるか。 

 

【事後評価】 

① 研究目的、内容は達成されたか。 

② 研究成果の学術的意義は認められるか。 

③ 研究成果は今後の研究への発展性があるか。 

④ 県民や行政のニーズを適切に反映しているか。 

⑤ 県民生活や産業社会への波及効果は十分見込めるか。 

⑥ 業務遂行のレベルアップに寄与したか。 

⑦ 外部への発信が効果的で、研究センターの可視化への貢献が見込めるか。 

 

６ 評価基準 

 

 

事前評価 中間評価 事後評価・追跡評価 

Ａ：優れている 

Ｂ：良い 

Ｃ：改善の必要がある 

Ｄ：不適切である 

Ａ：優れている 

Ｂ：良い 

Ｃ：改善の必要がある 

Ｄ：中止が妥当である 

Ａ：優れている 

Ｂ：良い 

Ｃ：当初の目的未達成の部分がある 

Ｄ：不適切である 
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７ 評価結果 

【事前評価】 

研究課題名 福井県におけるリン酸エステル系難燃剤の実態把握と処理技術に関する研究 

研 究 期 間 平成 29～31 年度 

研 究 目 的 

および 

必  要  性 

リン酸エステル系難燃剤は、HBCD が規制されたことによる代替物質として使用量

が増えているといわれている。本県ではこれまでの研究において HBCD が高濃度で検

出されていることから、リン酸エステル系難燃剤による水環境への影響が懸念され

る。このことから、リン酸エステル系難燃剤による環境影響や健康被害のリスク軽

減を目的とする。 

総 合 評 価 ［Ａ：３，Ｂ：５，Ｃ：０，Ｄ：０］ 

主 な 意 見 

・調査頻度は、4半期ごとに行うとあるが、その頻度で十分なのか。増やしたほうが

良いのではないか。また採水する際の天気の状態などはどうなのか。 

・リン酸エステル系難燃剤が実際に使われるのはどのような製品があるのか。 

・毒性についてはリン酸エステルより HBCD の方が強いのか。 

 

【中間評価】 

研究課題名 ネオニコチノイド系およびフェニルピラゾール系農薬の一斉分析法の検討 

研 究 期 間 平成 27～28 年度 

研 究 目 的 

および 

必  要  性 

ネオニコチノイド系農薬は有機リン系農薬に替わる殺虫剤として 1990 年代半ば

から世界的に使用されているが、近年、ミツバチなど花粉媒介昆虫への毒性が問題

視されている。欧州ではネオニコチノイド系農薬の一部やフェニルピラゾール系農

薬フィプロニルについて使用規制が始まっている。ネオニコチノイド系農薬は、そ

の浸透性・残効性の高さから日本でも多用されており、同農薬との関連が疑われる

ミツバチへい死やアキアカネ減少などが各地で報告されている。ヒトが口にする食

品中の残留についても消費者の関心が高まっており、ネオニコチノイド系農薬分析

の必要性が増している。 

本研究では、ネオニコチノイド系農薬等の検査体制を整え、県内に流通する食品

中の残留実態を把握することを目的として、ネオニコチノイド系農薬等の一斉分析

法を検討する。 

これまでの 

実績および 

主 な 成 果 

・機器および測定条件を検討、LC/MS/MS 測定条件を確立した。 

・抽出・精製法について検討、一斉分析法を確立した。 

・検討した一斉分析法について、データの信頼性を保証するための「妥当性評価」

を終了した。 

・蜂蜜および玄米の残留実態調査に着手した。 

総 合 評 価 ［Ａ：６，Ｂ：２，Ｃ：０，Ｄ：０］ 

主 な 意 見 

・海外の文献や他自治体が実施している方法とは違うのか。 

・継続して食品中の残量濃度を調査していくとのことだが、ネオニコチノイド農薬

等の残留が明らかになった場合、これらの農薬を使わないように示唆していくの

か。 

・実態調査を行った蜂蜜 29 検体は、すべて国内産か。海外製のものは調査していな

いのか。 

研究課題名 福井県における呼吸器ウイルスの流行状況に関する研究 

研 究 期 間 平成 27～29 年度 
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研 究 目 的 

および 

必  要  性 

感染症サーベイランスの病原体調査において、呼吸器感染症患者由来の検体につ

いて種々のウイルス（RSウイルス、メタニューモウイルス、ライノウイルス、エン

テロウイルス、ボカウイルス、アデノウイルス等）の検索を実施しているが、約 3

割の検体は原因不明となっている（平成 25 年）。呼吸器感染症における起因ウイル

スの解明として、新たにパラインフルエンザウイルス（HPIV）およびコロナウイル

ス（HCoV）の検索を実施する。県内における呼吸器ウイルスの浸潤状況をより詳細

に把握し情報提供をすることにより、感染症に対する注意喚起や治療に役立てられ

公衆衛生の向上に繋がる。 

これまでの 

実績および 

主 な 成 果 

・検出系を確立した。 

・2015 年に採取された供試検体 513 検体から HPIV 15 検体および HCoV 21 検体を検

出した。 

総 合 評 価 ［Ａ：６，Ｂ：２，Ｃ：０，Ｄ：０］ 

主 な 意 見 

・検体は定点医療機関に依頼しているのか。 

・2015 年には陰性であった検体も多いがこの検体についてはどうするのか。 

・出た結果から県民への注意喚起が迅速かつ効果的にできる発信方法があれば良い

と思う。 

 

研究課題名 福井県における PM2.5高濃度時の挙動解明に関する研究 

研 究 期 間 平成 26～28 年度 

研 究 目 的 

および 

必  要  性 

微小粒子状物質 PM2.5 は、呼吸器や循環器疾患の原因となることが懸念されてい

る。また、住民の関心も高くなっており、環境基準の超過も危惧されている。平成

25 年 3 月から県民への注意喚起が実施されることとなったが、現在その精度を高め

ることが必要とされている。今回、県内の多地点で長期モニタリングを行い、高濃

度時の出現条件・要因を解析することにより、適切な注意喚起発令への判断情報お

よび PM2.5対策を効果的・効率的に進める知見を得る。 

これまでの 

実績および 

主 な 成 果 

・平成 27 年度のデータを収集解析した結果、県内 9 地点での日平均測定結果は神明

局と自排福井局で環境基準非達成となった。福井局と県内全地点間の PM2.5日平均

値の相関係数は、0.9 以上であったことから PM2.5は広域性が強い大気汚染物質と

いえる。 

・平成 27 年度は注意喚起実施基準となる日平均 70μg/㎥を超えた日はなく、他の

汚染物質との関係については SPM と高い相関がみられたが、NOxや Ox とは相関が

見られなかった。 

・福井局に対して風向きが西から東に向かう時期について、県外観測局と福井局の

PM2.5 時間値推移を比較したところ、出雲保健所局と鳥取保健所局の間には約 4.8

時間の時間差があり、鳥取保健所局と福井局の間には約 4.4 時間の時間差がある

ことが分かった。このような時間差を利用して福井局の濃度変化を予測すること

が可能と考えられる。 

総 合 評 価 ［Ａ：６，Ｂ：２，Ｃ：０，Ｄ：０］ 

主 な 意 見 

・島根県、鳥取県との相関関係のみならず、他の解析方法もある。例えば、順位相

関など。 

・県民生活に密着したテーマであり、県民に対して解りやすく発信することが大切

である。 

研究課題名 水質事故対応時の多項目迅速分析法に関する研究 

研 究 期 間 平成 27～28 年度 
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研 究 目 的 

および 

必  要  性 

県内では年間数件の魚類へい死事故が発生しているが、多くの事例で原因の特定

には至っていない。また、このような水質事故の対応は緊急性が求められるため他

の業務に優先して行っているが、一連の分析を終えるまでに多くの時間と労力を費

やしている。 

そこで本研究では、農薬および金属類について簡易的な多項目一斉分析法の適用

可能性を検討し、分析の迅速化および省力化を目指す。また、分析項目の増加が事

故原因特定の一助になると期待される。 

これまでの 

実績および 

主 な 成 果 

・LC/MS/MS で固相抽出処理を行わず水試料をメンブレンカートリッジフィルターで

ろ過した検体を機器に直接導入するための機器条件を検討し、農薬154項目中140

項目で 70～120%の回収率を得た。これにより従来は前処理に約 5時間を要してい

たが、5分間に短縮した。 

・ICP/MS での 66 項目の金属類一斉分析法について硝酸を添加混合することで加熱

処理の省略し、前処理に要する時間を従来の約 2時間から 5分間に短縮した。 

・従来は GC/MS を用いて分析していた農薬 63 項目（前述の 154 項目に含まれる）に

ついて、LC/MS/MS での分析法を確立したことで分析の効率化を達成した。 

総 合 評 価 ［Ａ：６，Ｂ：２，Ｃ：０，Ｄ：０］ 

主 な 意 見 

・説明資料に「実践投入を目指す」と書かれているが、具体的に目標とする年度は

あるのか。 

・早い段階で手法を確立し、その成果の全国発信に努めてほしい。 

 

 

【事後評価】 

研究課題名 福井県における腸管系ウイルスの流行状況の解明研究 

研 究 期 間 平成 25～27 年度 

研 究 目 的 

および 

必  要  性 

毎年福井県で、腸管系ウイルスは、食中毒あるいはヒト-ヒト感染により集団発生

を引き起こしている。発症要因のウイルスの多様さ、易変異性および感染経路の多

彩さから、ウイルスの流行動態の正確な把握のためには発生動向の継続的な監視が

必要である。福井県においても、ノロウイルス（NoV）の変異株が出現した年は、NoV

が流行する傾向が見られており、検出されるウイルスの遺伝子解析は、流行予測に

重要な役割を持つ。そこで、県内の腸管系ウイルスの流行実態を遺伝子解析等で調

査していく。 

また、原因不明の感染性胃腸炎事例の減少を図るために、これまで基本的には検

査対応していなかったアイチウイルス（AiV）およびＡ型肝炎ウイルス（HAV）につ

いて、検査を実施する。 

主 な 成 果 

・従来の multiplex real-time PCR 法の改良を検討した。改良点の一つは、PCR 反

応時間の短縮が可能な試薬 QuantiFast Multiplex Mix［QIAGEN］を用いて、検査

時間を約 1 時間短縮したこと。もう一つは、real-time PCR に必要な probe に修

飾 す る 蛍 光 色 素 を TAMRA （ carboxytetramethylrhodamine ） か ら NED

（2,7,8-benzo-5-fluoro-2,4,7-trichloro-5- carboxyfluorescein）に変更し、

検出される蛍光強度を高めた。 
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・平成 22 年 1 月～27 年 3 月の間に当センターに搬入された小児散発例の感染性胃

腸炎患者の糞便 196 検体、ならびに福井県内で発生した下痢症集団発生の患者便

460 検体についてリアルタイム PCR 法で NoV を、改良 multiplex real-time PCR

法により、その他の胃腸炎ウイルスの有無を判定した。 

・陽性対照検体を用いた AiV および HAV の実験系を検討した結果、RT-PCR 法により、

ウイルスの遺伝子検出が可能であることを確認した。 

総 合 評 価 ［Ａ：７，Ｂ：１，Ｃ：０，Ｄ：０］ 

主 な 意 見 

・原因不明の場合、細菌の検査は実施しているか。時期や臨床的知見等からウイル

スと判断したのか。 

・検査の妥当性はどのように検討したか。 

・この様な研究が県民に知れ渡っていないのが、とても残念である。家庭の中に居

る女性等が知るチャンスがあると良いと思う。 

 

研究課題名 福井県の食品添加物検査における迅速検査法の検討 

研 究 期 間 平成 26～27 年度 

研 究 目 的 

および 

必  要  性 

食品添加物は広範囲の食品に使用が許可されており、食品の理化学収去検査にお

いて食品添加物の検査数が大きな割合を占めている。現在、食品添加物の保存料お

よび甘味料試験は、前者は水蒸気蒸留法、後者は透析法と異なる方法で試験溶液調

製を行っており、時間を要する。 

行政検査においては、同時に複数の検査を行わなければならない状況にあること

から、複数の検査項目の試験溶液調製を同時に行える簡便・迅速な検査法の確立が

望まれる。 

一方で、食品添加物は広範囲の食品に使用が許可されており、使用されている食

品添加物の種類も数多く存在することから、これまで検査対応していない種類の食

品添加物（アセスルファムカリウム）の検査体制を整える必要にも迫られている。 

主 な 成 果 

・従来の透析法では外液に水を用いているが、メタノールを添加し濃度 70%で最も

良好な PHBA エステル類の回収率を得た。 

・マトリックス添加試験により、透析内液中の塩化物イオンや食品中の夾雑イオン

と目的化合物がカラムと相互作用しピーク形状が崩れることが分かったため、ミ

ニカラム Oasis HLB 精製することとした。 

・NH2カラムを用いてサッカリンナトリウムおよびアセスルファムカリウムの分析方

法を確立した。 

総 合 評 価 ［Ａ：５，Ｂ：３，Ｃ：０，Ｄ：０］ 

主 な 意 見 

・多くの県民は常に保存料、甘味料などを気にかけて食品を求めていると思います。 

・食の安全、安心につながる研究であり、広く県民に発信することで貴センターの

可視化に寄与する。 

・今後この手法を利用して実際に食の安全の確保が効率的に図られることを望みま

す。 
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平成２８年度 評価結果報告書【工業技術センター】 

 

１ 概要 

 平成２８年度の研究課題評価は、「福井県公設試験研究機関等評価ガイドライン」および「福井県

工業技術センター試験研究等評価の実施要領」に基づいて、工業技術センターの研究開発事業が、県

民や産業界等の社会的、経済的ニーズや政策的ニーズに対応しているか、研究予算、研究人材など限

られた研究資源を重点的にかつ効果的に配分し、効率的に推進されているかについて判断された。 

 

第１回評価委員会：平成２８年８月８日 

         （追跡評価１９テーマ一括実施、事後評価５テーマ） 

第２回評価委員会：平成２８年８月２３日 

         （中間評価６テーマ、事前評価５テーマ） 

 

２ 評価の実施方法 

 研究課題の評価にあたり、福井県工業技術センターの平成２８年度の事業体系、実施状況および課

題評価を行う事業の位置付け等について、事務局が説明を行った。 

 研究課題の評価は、研究課題ごとに研究担当者から研究の背景、目的、内容、実施方法および成果

などについて説明を行った後、委員との質疑応答により評価を受けた。 

 評価は、各研究課題について、次の評価項目ごとに適切を５点、不適切を１点とする５段階で採点

を受け、その平均点を総合的評価とし、研究実施に関するご指導、ご意見をコメントとして受けた。 

 なお、追跡評価は、数値による評価ではなく、研究開発の効果や研究成果の普及方法、普及状況等

についてのコメントにより評価を受けた。 

 

［事前評価］ ［中間評価］ ［事後評価］ 

① 研究の背景 

② 研究目的の明確さ 

③ 研究内容の具体性 

④ 研究予算の妥当性 

⑤ 目標達成の可能性 

⑥ 期待される効果 

⑦ 予備研究の状況 

① 研究の進捗度 

② 研究内容の妥当性 

③ 目標達成の可能性 

④ 期待される効果 

⑤ 継続の必要性 

① 計画の達成度 

② 当初研究計画の妥当性 

③ 得られた研究成果 

④ 研究成果の波及効果 

⑤ 今後の展開性 

 

 
 

適切 
 

妥当 
 

不適切    

各評価項目ともに ５ ４ ３ ２ １ 
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３ 評価結果 

 今回評価を受けた研究課題３５テーマにおいては、総合評点が不適切と判断される３点未満はなく、

３．０から４．０の妥当から適切の範囲であった。しかし、適切とする値範囲の下限にあたる３．０

となった研究課題が事前評価、事後評価でそれぞれ１件あり、厳しい評価を受けたことから、今後、

改善して対応していきたい。また、その他、技術課題が残る研究課題もあるが、いずれも福井県の産

業の振興発展に寄与する注力すべき課題であり、研究開発は効率的かつ効果的に実施されているとと

もに、特許申請や研究成果の産業界への技術移転も積極的に行われていると評価された。 

 なお、研究課題個別のコメントについては、別添研究課題別評価結果に詳しく記されているので、

今後の研究開発の推進、成果移転等の事業運営に活かしていきたい。 
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５ 評価結果 
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事前評価 

１ 研究開発課題 陶土素地の耐衝撃性向上に関する研究 

研究開発期間 平成２９年度～３１年度（３ヶ年計画） 

研究目的 

および必要性 

近年、越前焼では釉薬を使わない焼締め製品の販売も行っているが、釉薬を

付けていないために破壊強度が低いという現状課題がある。また、自動食器洗

浄機の普及が拡大している中、洗浄中に食器同士の衝突によって食器が欠ける

という報告があり、関連業界から陶器の耐衝撃性の評価と衝撃に強い製品開

発が求められている。 

そこで、本研究では陶土素地の耐衝撃性の評価と耐衝撃性に優れた陶土素地

を開発する。 

総合評価 

・本研究は、原料陶土減少対策と耐衝撃性の向上という陶磁器産業が直面し

ている課題に対応した技術開発であり、越前焼工業協同組合や福井県瓦工

業協同組合と連携して製品化を目指していることから、適切な研究課題と

評価できる。 

・原料の配合を変えるなどして性能向上を目指すようであるが、実験的だけ

でなく科学的な検討も加えてほしい。また、クリストバライトの生成量の

制御がポイントとなるので、系統的に検討してほしい。 

・製品の具体的イメージや特徴が市場性とのバランスに整合がとれているの

かどうかを検証し、競合技術に対する優位性を示す必要がある。 

総合評点 ３．６ 

 

２ 研究開発課題 ダイヤモンドの表面改質技術の研究 

研究開発期間 平成２９年度～３１年度（３ヶ年計画） 

研究目的 

および必要性 

シリコンウエハ加工などで用いられる電着ダイヤモンドワイヤソーは、使

用時にワイヤ表面のダイヤモンド砥粒の磨耗や割れの発生により工具寿命

を低下させている。さらに、最近はワイヤの細線化や高速での使用に伴い、

更なる耐久性の向上が求められている。 

そこで、本研究では高耐久性砥粒の開発およびその砥粒を使用した長寿命

化表面改質電着ダイヤモンド工具を開発し、ダイヤモンドの表面改質技術、

耐久性評価技術および電着技術を確立する。 

総合評価 

・本研究は、耐久性に優れた表面改質技術の開発により電着ダイヤモンド工

具の長寿命化を目指しており、県内の表面処理企業や工具メーカーへの波

及効果を期待したい。 

・いくつかの要素技術について可能性試験を実施する必要があり、長寿命化

のための方策の妥当性を早急に検討すべきである。 

・ニーズとの整合、市場競争力の見積、複数の技術移転に結び付ける方法な
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どの整理が必要であり、特定の企業のための研究とならないよう注意すべ

きである。 

総合評点 ３．６ 

 

３ 研究開発課題 金属光造形による部品製造に関する研究 

研究開発期間 平成２９年度～３１年度（３ヶ年計画） 

研究目的 

および必要性 

金属光造形による加工は、切削加工では不可能な中空形状やメッシュ構造、

ポーラス構造等の形状に加工できることから、年々増加して普及している加工

技術であり、今後、特殊機械部品や医療部品などの製造への利用拡大が見込ま

れている。しかし、物性、精度、コスト等のほか、造形に必要なサポート作成

技術に課題があり、実部品への活用が十分できていないのが現状である。 

 そこで、本研究では形状・材質に応じたサポート形状作成技術の研究と造形

物の物性向上に関する研究を行う。 

総合評価 

・本研究は、工業技術センターがこれまで重点的に推進してきた金属光造形

技術に関する研究であり、機械部品業界や医療分野への活用が期待でき

る。 

・地域産業の将来性を考える上で有効なアプローチと考えられるが、金属光

造形法を適用した場合の優位性を示すべきであり、実際使用される部材の

スペックを明確にして、その達成目標とするベンチマークを行ってほし

い。 

・特定企業の製品を改良するために研究開発を行う印象を受けるため、成果

の展開方法をよく検討し、より広く利用されるように配慮してほしい。 

総合評点 ３．４ 

 

 

４ 研究開発課題 ワイヤレス電力伝送バッテリー技術の開発 

研究開発期間 平成２９年度～３１年度（３ヶ年計画） 

研究目的 

および必要性 

 災害時などで使用されるマルチコプター等の災害支援ロボットは、複数のモ

ータを駆動しながら情報収集・伝送を行っているが、緊急かつ連続使用が要求

されることから、バッテリーを高速で充電あるいは交換する必要がある。また、

災害時の屋外で使用されるため、多湿・多塵環境下における耐久性が求められ

ている。 

 そこで、本研究では電界結合型ワイヤレス電力伝送技術を応用して、多湿・

多塵環境下における高頻度交換に対して高い耐久性を備えたバッテリー技術

の開発を行う。 

総合評価 ・本研究は、県内企業にとって必要な技術なのか、また、本県の技術として
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必要なのかが疑問であり、県内産業への波及効果があまり期待できない。 

・目標とする研究成果が得られたとしても、県内に新産業が創出されるとは

考え難く、工業技術センターとして取り組む研究開発ではないと判断す

る。 

・競合する技術を十分に調査し、新規性・進歩性を十分に明確にして、県内

で誰がその技術を活用し事業化するのかの出口部分を明確にしてから研

究計画を提案してほしい。 

総合評点 ３．０ 

 

５ 研究開発課題 リサイクル炭素繊維不織布の物性向上に関する研究 

研究開発期間 平成２９年度～３１年度（３ヶ年計画） 

研究目的 

および必要性 

 炭素繊維は自動車用途をはじめ産業分野で飛躍的な利用拡大が期待されて

いるが、最近では環境問題や関連規則などでリサイクル性が要求されている。

しかし、製造過程で生ずる炭素繊維の廃棄物のほとんどは埋め立て処分してい

るのが現状であり、今後、炭素繊維加工品の製品化や市場が拡大することから

リサイクル問題の解決は急務となっている。 

 そこで、本研究では練篠技術を応用して炭素繊維の配向性を向上させたリサ

イクル炭素繊維不織布の中間基材を開発する。これにより、炭素繊維廃棄物の

リサイクルシステムの構築を図る。 

総合評価 

・本研究は、蓄積のある技術との組合せで炭素繊維製品作製のための新規技

術開発を行う点で優れており、かつ、製造工程内で出る炭素繊維廃材のリ

サイクルに着目した重要な取組みであり評価できる。 

・どのような廃材がどれだけ存在するのかを調査するとともに、炭素繊維の

強度等の物性はリサイクル方法に依存するので、その点を考慮して課題解

決に努めてほしい。 

・研究開発にあたっては、リサイクル炭素繊維の価格目標を設定した上で、

コストを十分に意識し、自動車分野だけでなく適用分野を模索するなど実

用化の可能性を高くした研究開発を行ってほしい。 

総合評点 ４．０ 

 

 

 

６ 研究開発課題 CFRTP 構造部材を短時間成型する薄層多軸補強シート基材の開発 

研究開発期間 平成２９年度～３１年度（３ヶ年計画） 

研究目的 

および必要性 

 熱可塑性樹脂炭素繊維強化複合材料（ＣＦＲＴＰ）は自動車用構造部材とし

て期待されており、強度、賦形性に優れ短時間でプレス成形できるロール状の
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供給シート基材が求められている。シート基材には、２軸に補強された織物シ

ートや繊維に樹脂を含浸させたプリプレグシートがあるが、それぞれ成形時間

と賦形性に課題がある。一方、これまで開繊技術を用いて研究開発した熱可塑

性薄層セミプリプレグシートは、繊維に樹脂を一定量含浸させることで、賦形

性に優れ短時間で成形できることが分かっている。 

 そこで、本研究では熱可塑性セミプリプレグシートを用いた薄層２軸補強シ

ート基材の開発およびその製造技術の開発を行う。 

総合評価 

・本研究は、県内でも研究が進んでいる開繊技術を活用したＣＦＲＴＰの実

用化に向けた重要な課題であり、積極的に研究開発を推進すべきである。 

・開発する機械の製造メーカーおよび機械を使用するＣＦＲＴＰ製造メーカ

ーとも県内企業を想定しており、県内企業への波及効果や競争力の向上が

十分に期待できる。 

・県内の関連企業との対話を密にし、どのようにビジネスにしていくのかに

ついてコンセンサスを得ながら研究開発を進めてほしい。 

総合評点 ３．９ 

 

中間評価 

１ 研究開発課題 新巻線モータの開発 

研究開発期間 平成２７年度～２９年度（３ヶ年計画） 

研究目的 

および必要性 

 電気自動車やハイブリッド自動車などの移動体に用いられるモータは、搭載

するスペースの都合や省エネルギーの観点から高効率かつ小型・軽量、高出力

化を求められている。一方、福井県は眼鏡枠の巻線加工技術を基に開発した独

自の巻線加工技術（Ｆβ巻線技術）を特許化している。 

 そこで、本研究ではＦβ巻線技術を基に、Ｆβ巻モータ製造技術の高度化と

新たな巻線モータを開発する。 

これまでの 

研究成果 

 コイルユニット配列装置を設計し、導入後、動作確認を行った。また、巻

線加工機の設計・製作、エッジワイズ曲げ加工治具の改良を行った。さらに、

導入した電磁界解析ソフトにより電磁界解析、評価を行った。 

総合評価 

・本研究は、福井県が有する特許技術「Ｆβ巻線技術」を活用して新たな巻

線モータを開発する有意義な研究であり、新技術の特徴を見せることので

きる試作を進め、優位性をアピールしてほしい。 

・新モータがどの程度小型軽量化し、高出力化するのかがはっきり見えない

ので、従来のモータと比較してどの程度効率化するのかを明確して、実用

化の可能性を高めてほしい。 

・県内にはいくつかのモータ製造企業があるので、早い段階から企業と積極

的に連携して共同研究に取り組むなど、ＥＶ・ＨＶ用モータなどの採用に
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向けて早期に技術開発を進めてほしい。 

総合評点 ３．８ 

 

２ 研究開発課題 ＣＦＲＰ切削加工に対応した長寿命・高品質加工エンドミルの研究開発 

研究開発期間 平成２７年度～２９年度（３ヶ年計画） 

研究目的 

および必要性 

 ＣＦＲＰは、炭素繊維とプラスチックの複合材料であるため、機械的性質が

不均質で強い異方性を示す難削材である。また、その切削加工において、炭素

繊維を連続切断することによる工具へのダメージ、仕上げ面の毛羽立ち、繊維

の抜け、層間剥離等により材料強度低下が問題となっている。そのため、工具

摩耗が少なく長寿命かつ高品位な加工ができる工具の開発が望まれている。 

 そこで、本研究ではＣＦＲＰに最適なエンドミルの開発と加工技術の確立を

目指す。 

これまでの 

研究成果 

 ダイヤモンドコーティング超硬エンドミルについて、ねじれ方向、ねじれ

角、コーティング条件変えた 4 タイプ 12 種類を設計・試作した。このエン

ドミルを用いて、送り速度 600mm/min で板厚 5mm のＣＦＲＰ板のくり抜き加

工を行い、工具寿命の調査を行った。これにより、切削面の品質変化は工具

摩耗により誘発され、切削上下面の剥離欠陥は工具の形状によって誘発され

ることがわかった。 

総合評価 

・本研究は、次世代産業として有望視するＣＦＲＰに関する研究開発であり、

航空機をはじめＣＦＲＰ加工のニーズに対応できるよう研究開発を進め、

県内産業界の期待に応えてほしい。 

・切削実験により切削面の白濁や材料の剥離といった現象が発現する条件を

調べているが、もっと科学的、数値的に評価すべきであり、工具寿命につ

いても評価となる指標をはっきりさせる必要がある。 

・ＣＦＲＰ専用ということで汎用性は高くないので、工具寿命だけでなくコ

スト全体を意識した研究開発を期待する。 

総合評点 ３．４ 

 

３ 研究開発課題 バイアス織物の開発 

研究開発期間 平成２７年度～２９年度（３ヶ年計画） 

研究目的 

および必要性 

 世界の自動車産業の動向として、炭素繊維の利用が高まっており、モノコッ

クでの使用が期待される。使用される炭素繊維織物は、経糸と緯糸が９０度で

交わる二軸織物と±４５度で交わるバイアス織物を交互に積み重ねたもので

あるが、バイアス織物は二軸織物を斜め方向にカットして貼り合わせた織物で

あるため、カットし破棄する部分やカットおよび繋ぎ合わせの工程が必要とな

り材料ロス、工程ロスがコスト面で大きな課題となっている。 
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 そこで、本研究では円形織機の製織原理を応用した繋ぎ目のない連続したバ

イアス織物を製織できる技術を開発し、また、バイアス織物の賦形性評価法に

ついても併せて技術開発を行う。 

これまでの 

研究成果 

 経糸、緯糸による扁平状態での供給、挿入条件の検討および緯糸挿入時の

経糸開閉条件の検討を行った。また、賦形性評価のため、各種炭素繊維材に

ついて引張試験、せん断試験、曲げ試験の基礎特性データを取得していると

ころである。 

総合評価 

・本研究は、福井県の代表的地場産業である繊維産業と関連した研究であり、

順調に研究開発が進んでいるようだが、早急に自動車用途素材を試作して

自動車メーカーへの売り込みが図れるよう研究開発を進めてほしい。 

・あらゆる方向に対して強度をもたすことのできるバイアス織物の汎用性は

高いと考えられるので、市場受容性の評価を行い、課題をフィードバック

して研究開発に取り組んでほしい。 

・賦型性評価の標準化（ＪＩＳ化）を目指すのであれば、評価法の普及・広

報活動を行ってほしい。 

総合評点 ３．８ 

 

４ 研究開発課題 プリンテッドエレクトロニクス技術を利用したスマートファイバーの開発 

研究開発期間 平成２７年度～２９年度（３ヶ年計画） 

研究目的 

および必要性 

 ｅ－テキスタイルは、センサなど電子部品を実装することで高機能化を図る

テキスタイルであり、バイタルセンシングなどへの応用が期待されている。し

かし、従来の方法ではテキスタイル上に電子部品を実装するための電気回路を

設計・構築するのは困難であるため、プリンテッドエレクトロニクス技術を利

用して実現することを目指す。 

 そこで、本研究ではインクジェット技術を使用し、曲面や凹凸のある織物上

に電気配線を描写する技術を開発する。また、配線上にセンサを実装し、セン

サ機能を有するスマートファイバーを開発し、製織・縫製によりスマートテキ

スタイルを試作する。 

これまでの 

研究成果 

 溶剤系の Cu 系インクと Ag 系インクおよび水系の Ag 系インクの３種類の

導電性インクについて検討したところ、インクの保存性、コスト、メンテナ

ンス性の面からみて、水系の Ag 系インクが有用であることが確認できた。 

 また、焼成温度はインクの種類によって異なり、溶剤系の Cu 系インクは

200℃以上、Ag 系インクは 120℃で導電性が実現できるが、水系の Aｇ系イ

ンクは焼成がなくても導電性が実現できるため、テキスタイルを傷める可能

性がないことがわかった。 

総合評価 ・本研究は、福井県の代表的地場産業である繊維産業の活性化につながる研
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究であり評価できるが、研究開発と同時に実用化へ向けた道筋を立てて、

すぐに実用化へ進める体制を構築すべきである。 

・単に金属粒子の導電性材料をテキスタイル表面に付着させただけでは強度

が劣るものと考えられ、どれくらい耐えられるのか基本的な検証が必要で

ある。 

・材料設計、評価方法を再検討するとともに、光焼成による焼成法が実用的

なプロセスとして受け入れられるかどうかを見極めるなど、研究計画を見

直す必要がある。 

総合評点 ３．６ 

 

５ 研究開発課題 医療機器のための高精度加工研究 

研究開発期間 平成２７年度～２９年度（３ヶ年計画） 

研究目的 

および必要性 

 人工関節置換手術で使用される人工骨などのインプラントについては承認

を受けた規格品を用い、患者の骨を削って適合させるので患者への負担が大き

い。 

 よって、規格品を加工し、個体差がある患者それぞれに対応したサイズ、形

を合わせることが求められている。また、インプラントなどの医療機器に使用

されているチタン合金への仕上げ加工は、汎用的なチタンの切削加工技術に比

べて高度な加工技術が必要であり、今後このような仕上げ加工の需要が増加す

ると見込まれる。 

 そこで、本研究では非回転工具とパラレルリンクロボットを組み合わせたチ

タン等の多軸切削加工の技術開発を行う。 

これまでの 

研究成果 

 パラレルリンクロボットによる加工システムの設計、組立ておよびプログ

ラムの作成を行い、駆動実験を実施した。また、非回転工具による切削加工

に必要な力および剛性を検討するため、既存のマシニングセンタに非回転工

具に取り付け切削実験を実施した。 

総合評価 

・本研究は、ロボットによる非回転工具でのチタン切削加工技術を開発する

というユニークで新規性のある技術開発であり、県内企業のニーズを的確

に把握し、期待に沿うよう研究を進めてほしい。 

・技術課題を着実に解決し、実用化へのプロセスをきちんと作り上げ出口を

はっきりさせるとともに、技術普及のためにも設備コスト、生産性、加工

対象物の大きさ等の必要な情報を開示すべきである。 

・高価なマシニングセンタを用いずにそれと同等の切削を可能とする技術で

あり、汎用性を高くし製品単価に反映できればメリットは大きいので、技

術移転につながる試作を企画してほしい。 

総合評点 ３．４ 
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事後評価 

１ 研究開発課題 レーザを用いた複合材料加工技術の開発 

研究開発期間 平成２５年度～２７年度（３ヶ年） 

研究目的 

および必要性 

 ＣＦＲＰの市場展開を進めるためには、低コストでの後加工が求められて

いる。後加工については、主に機械加工やウォータージェットにより行われ

ているが、低速加工で小回りが利かないと解決困難な課題もあることから、

レーザを適用した新たな加工技術の研究開発が活性化している。 

 そこで、本研究では工業技術センターで開発したヘリカルドリリング装置

およびレーザ加工ヘッドを応用し、レーザ重畳加工を適用した新しいレーザ

加工システムを開発し、ＣＦＲＰ加工技術の確立を目指す。 

研究成果 

 加工領域を最大で－９０ｋＰａに減圧可能となる吸引型レーザ加工ヘッ

ドを開発した。このヘッド加工により、切断効率が１０％以上向上すること

ができた。また、ＣＦＲＰを構成するプリプレグシートの厚みや積層方向に

よって熱影響領域の形状が変化することがわかった。さらに、ファイバーレ

ーザとサブナノ秒レーザを重畳させた加工システムを開発し、これによりＣ

ＦＲＰの切断面に対する再付着物を除去することができ、高品質な加工面が

得られた。 

総合評価 

・本研究は、福井県が有する優れたＣＦＲＰの先端技術に関連した研究であ

り、ＣＦＲＰをレーザ加工する際の基礎的な知見が得られており、有用な

研究であると判断できる。 

・技術の完成度は高いと思われるが、出口が不明瞭でターゲットが明確にな

っていない、県内企業に対する波及効果が乏しい、経済効果も見込めてい

ない印象を受けるため、今後さらなる技術移転の努力が必要である。 

・ＣＦＲＰの微細加工ということ自体には展開性があるので、具体的なター

ゲットを定めて製品出荷の道筋をつくり、多方面への展開も行えるような

行程へ進んでほしい。 

総合評点 ４．０ 

２ 研究開発課題 同相雑音抑制技術の開発 

研究開発期間 平成２５年度～２７年度（３ヶ年） 

研究目的 

および必要性 

 工作機械やエアコン等のモータ制御にはインバータが使用され、雑音の発

生源となっている。この雑音は他機器に接続されているケーブルに同音雑音

として誘導し、ケーブルを伝播する過程で逆相雑音に変わり誤作動を引き起

こすため、同相雑音を磁性体の磁気損失によって低減させる必要がある。 

 そこで、本研究では磁性体シートを用いた分散型ノイズフィルタを開発

し、ケーブル自体に同相雑音抑制効果を持たせる。 

研究成果  平行二線を伝播する電気信号（逆相伝播）と雑音（同相伝播）それぞれの
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伝送量を分離して測定する技術を確立した。また、単相・三相用ケーブル、

シールド付同軸ケーブル、ＬＡＮケーブルについて分布型ノイズフィルタ付

ケーブルを試作し、それぞれのノイズ抑制効果が確認できた。また、ノイズ

フィルタ材料となる磁性体の温度依存性についてー３０～１５０℃の温度

で把握することができ、これによりフィルタケーブルが使用される環境の温

度とノイズ抑制効果との関係を予測することが可能となった。 

総合評価 

・本研究は、各種電子機器を使用する企業での生産現場や大学での実験研究

で極めて需要なノイズ対策に関する研究であり、試作した分布型ノイズフ

ィルタ付きケーブルの利用によってノイズが大幅に軽減できれば利用範

囲が広く活用が期待できる。 

・従来型ノイズ対策に対して効果や優位性がどの程度あるのかがよくわから

ないので比較が必要であり、製品化に向けた詳細な計画を立てて、コスト

メリットを示し、実用化への道筋を示すべきである。 

・多くの企業に試用して評価してもらったり、県内の電線メーカーやＦＡ機

器メーカーとの共同研究を加速させたりするなど、県内企業へ波及するよ

う努力すべきである。 

総合評点 ３．０ 

 

３ 研究開発課題 軽量・断熱性プラスチック複合材料の開発と成形技術の研究 

研究開発期間 平成２５年度～２７年度（３ヶ年） 

研究目的 

および必要性 

 高い耐熱性と機械強度を持つスーパーエンジニアリングプラスチック（ス

ーパーエンプラ）は、その優れた特性から電子部品や自動車部品などへの用

途拡大が図られている。しかし、スーパーエンプラは、フィラーと複合化す

ることにより成形性が著しく損なわれるという課題がある。 

 そこで、本研究ではスーパーエンプラとフィラーとの複合化混練技術につ

いて研究し、軽量・断熱性プラスチック複合材料の開発とその成形加工技術

の確立を図る。 

研究成果 

 軽量化、断熱性の機能性を付与するフィラーとして、エアロゲルおよび中

空ガラスビーズの混練技術を確立した。エアロゲルを混練複合化したＰＡ

６、ＰＰＳの押出成形を実施した結果、熱伝導率をそれぞれ６０％、５０％

低減することができた。また、中空ガラスビーズを混練複合化したＰＰＳの

ヒートアンドクール射出成形を実施した結果、熱伝導率を３６％低減するこ

とができたとともに、３０％軽量化することができた。 

総合評価 

・本研究では、ヒートアンドクール射出成形技術を確立しており、断熱性食

器や伝統工芸品での製品開発のほか、自動車の部品・内装材など他の製品

にも応用されることが期待できる。 
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・技術移転や実用化の面において物足りないので、研究を加速させ、県内プ

ラスチック業界への技術移転を進め、実用化につなげるよう努力すべきで

ある。 

・高機能、高付加価値製品を製造することで価格競争からの脱却を図るのは

全うな手法ではあるが、適切なコストに押えないと製品化に至らないの

で、コストも意識した出口戦略を図ってほしい。 

総合評点 ３．６ 

 

４ 研究開発課題 ＣＦＲＰと金属の高強度接合技術に関する研究（医療・介護機器への応用） 

研究開発期間 平成２５年度～２７年度（３ヶ年） 

研究目的 

および必要性 

 県内の眼鏡業界では、チタンフレームの製造技術を活かし、医療器具の製

造を手がける企業が増えている。しかし、眼鏡と同様の価格競争に陥らない

ためには差別化優位な新技術が必要である。 

 そこで、本研究では工業技術センターの優位技術であるＣＦＲＰのパイプ

と、これまで研究を行ってきた先端材料の金属ガラスとの接合技術を開発す

るともに信頼性評価技術も確立し、成長分野である医療・介護機器への参入

拡大を支援する。 

研究成果 

 切込を入れた金属をＣＦＲＰパイプに内挿し、材料の弾性を利用して内圧

をかける機械的接合による高強度接合継手を開発した。引張試験により接合

強度は１００ＭＰａを達成し、疲労試験後の接合強度も要求された接合強度

を達成しており、ＣＦＲＰトラス部材などに利用できる強度が得られた。ま

た、繰り返して取り外しができる、摩擦力のみを利用した圧入継手を開発し

た。これにより、先端器具だけを取り外して滅菌処理する医療器具などに適

用できることが確認できた。 

総合評価 

・本研究は、福井県が優位性を有するＣＦＲＰ技術と医療機器分野を組み合

わせた技術の研究であり、出口も明確で将来性があり期待できる。 

・ＣＦＲＰパイプ材と金属の接合については、構造解析による理論解析や圧

入継手の疲労試験や曲げ試験を行って実証化に進める知見が得られてお

り評価できる。 

・オープンソースソフトを利用したサービス提供は、良いアイデアであり、

多くの県内企業に技術移転できるよう、製造現場との対話を進めるなど寄

り添った支援を行い、利用拡大を図ってほしい。 

総合評点 ３．６ 

 

５ 研究開発課題 加工形状の３次元ＣＡＤ化における曲面形状自由変形アルゴリズムの開発 

研究開発期間 平成２５年度～２７年度（３ヶ年） 
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研究目的 

および必要性 

 眼鏡枠の試作や金型製作において、設計データに基づいた機械加工の後で

微調整のためヤスリ掛けなどの手加工が入るが、手加工した分は設計データ

に反映されないため、試作品の形状が製品に正確に反映されない。また、金

型の追加工、バリエーション展開、再製作の障害となっている。 

 そこで、本研究では従来とは全く違う新しい手法として設計データの曲面

変形手法を使ったフィッティング技術を用い、手加工形状を設計データへ反

映させる自動化技術を開発する。 

研究成果 

 炭素繊維と樹脂の界面接着性については、炭素繊維表面の表面改質効果

（官能基形成）について評価を行い、最適条件を確立した。また、金属と樹

脂の界面接着性については、大気圧プラズマ処理条件と接触角との検討を行

い、最適条件を確立した。また、マイクロドロップレット法による評価手法

を習得し、表面改質による接触角向上や表面分析と併せ、剥離強度向上に寄

与する界面の定量的な評価手法を習得した。 

総合評価 

・本研究は、手加工形状を設計データに反映する自動化技術の開発を行い、

局面形状の連続性を維持したまま自動変形する新しいアルゴリズムを考

案しており評価できる。 

・この研究成果を活かすためのビジネスプランがまだ不明確であるため、本

技術が必要とされる製品を明確にし、ターゲットを絞り込み実用化を加速

させてほしい。 

・本技術は福井県の地場産業である眼鏡のデザイン、設計、金型製作におい

て現実的に困っている問題を解決できる技術であり、広く利用される技術

として確立し、積極的に企業と交流して技術移転を図ってほしい。 

総合評点 ３．６ 

 

追跡評価 

１ 研究開発課題 平成２３年度～２６年度終了事業（各評価対象テーマ一覧：別表参照） 

研究開発期間 平成２１年度～２６年度（うち２ヶ年～４ヶ年） 

研究開発の 

効果 

・全体として、様々な挑戦がなされ、成果をより実効的なものとして社

会実装できるように努められている。 

・１９テーマの研究課題を行い、関連特許出願４８件、技術移転のため

の共同研究２３件、製品化に至ったものが８技術１４製品あることか

ら、一定の成果が上がっていると判断できる。 

・開発した技術が県内企業の最終製品にどの程度貢献しているのか不明

確であり、研究開発の効果が曖昧に感じるので、その点を検証してほ

しい。 

・地域の伝統産業を着実に継承・発展すべきものや、炭素繊維やｅ－テ
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キスタイルなどの一定の市場規模がある分野に経済的効果を狙ったも

のなど、研究開発の目的に見合った効果を検証してほしい。 

普及方法、普

及 

状況等の評価 

・全体として、特許出願、研究発表、展示会などを通じて成果の普及活

動がなされている。 

・炭素繊維複合材料については、大型共同研究プロジェクトを進め、特

許の実施許諾を行い、事業化、製品化につなげており評価できる。 

・その他についても、特許出願、研究発表、展示会などを通じて成果の

普及活動に努めているが、もっと製品化につながるよう取り組んでほ

しい。 

・県内企業の大幅な利益をもたらす製品開発に至っていない研究が多い

ので、工業技術センターが県内の工業振興を図るために設置された機

関であることを認識し、今後さらなる研究成果の普及に努めてほしい。 

総合評価 

・全体として、研究開発された技術がそれなりに製品開発や社会貢献に

つながっていると判断できるが、もっと地域として共有できる基盤技

術の創出、活用を進め、企業群として活性化されるよう図ってほしい。 

・地域産業の規模の大小を考慮して、限られた研究開発資源の配分にメ

リハリを付けることも必要である。 

・ふくいオープンイノベーション推進機構の枠組みの中で今後も企業ニ

ーズを発掘し、それに応える技術開発が推進されることを望む。 

・企業への技術移転などもう少し具体的な研究成果を提案できるよう努

めてほしい。 
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追跡評価対象テーマ一覧 

№ 研究開発課題名 
研 究 

期 間 
備  考 

1 低温で焼結する新越前焼の開発 H22-24 製品化展開（洋食器） 

2 越前和紙を活用したエコ吸音材の開発 H23-25  

3 大気環境における金属腐食に関する研究 H23-25 
特許出願（２件） 

製品化展開（ACM センサ） 

4 電解析出法による高耐久着色皮膜の開発 H23-25  

5 眼鏡枠の高精度曲げ加工方法の開発 H22-24 
特許出願（７件） 

製品化展開（曲げ加工機） 

6 極細径素材の摩擦圧接技術の開発 H22-24  

7 
先端マテリアル難加工材料に対応した切削加工

工具の研究開発 
H21-23 

特許出願（３件） 

製品化展開（ドリル） 

8 
低環境負荷先端材料（炭素繊維強化熱可塑性樹脂

＜CFRTP＞）に対応した穿孔加工工具の開発 
H24-26  

9 
ナノフィラー改質技術による耐熱・導電性プラス

チックの開発 
H22-24  

10 
ＲＦＩＤ技術による効率的農業支援システムの

開発 
H21-23 

特許出願（２件） 

製品化展開（手袋型RFIDリーダー） 

11 代替フッ素樹脂コア材伝送線路の開発 H22-24 特許出願（２件） 

12 燃料電池（PEFC）用薄層セパレータの開発 H22-24 特許出願（４件） 

13 
ナノ構造炭素材料を用いた有機系電池電極の開

発 
H23-25  

14 

開繊技術による薄層プリプレグテープを用いた

高速成形および大型成形に関する加工技術の開

発研究 

H23-26 
特許出願（９件） 

製品化展開（プリプレグ製造装置） 

15 
ＣＦＲＰ－金属箔積層材（ＦＭＬ）の界面接着性

向上に関する研究 
H25-26 特許出願（１件） 

16 ＩＣタグテキスタイルの製造方法の開発 H21-23 
特許出願（８件） 

製品化展開（製織装置） 

17 太陽光発電テキスタイルの製造技術の開発 H23-26 
特許出願（８件） 

製品化展開（導電糸、LED リボン） 

18 
電子機能を有する次世代型眼鏡フレーム成形技

術の開発 
H22-24 特許出願（１件） 

19 レーザ加工による微細深孔加工技術の開発 H21-23 
特許出願（１件） 

製品化展開（レーザ加工装置） 
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平成２８年度 研究評価報告書【食品加工研究所】 

１ 概要 

試験・研究開発の一層の効率化と研究ニーズに即応した新技術の早期開発を図るため、「福井県農

林水産試験研究評価実施要領」および「福井県農林水産業活性化支援研究評価会議設置要領」に基づ

き、研究課題の選定、進捗状況および進行管理、研究成果および研究終了後の成果の普及状況等につ

いて検討・判断された。 

（１）開催日時 平成２８年８月２４日 １３時３０分 ～ １７時００分 

（２）開催場所 食品加工研究所 

（３）評価会議出席者 

① 評価委員 

山本（前田）万里 国立研究開発法人農業･食品産業技術総合研究機構 

食品研究部門食品健康機能研究領域長 

木元 久     福井県立大学生物資源学部 教授 

和田 憲道    天谷調理製菓専門学校 理事長補佐兼事務局長 

山本 誠一    カワイマテリアル株式会社 代表取締役 

見谷 裕子    福井県農林水産部食料産業振興課 参事  

② 食品加工研究所 

小林恭一所長、杉本雅俊主任研究員、久保義人主任研究員、および職員 

 

２ 評価範囲 

（１）事前評価課題 

・ミディトマトの旨味増強技術の確立と利用開発 

・食材の味を活かす新しい「えん下」食製造技術の開発 

（２）事後評価課題 

・「地酒王国ふくい」をめざす大吟醸酵母の開発 

（３）追跡評価課題 

・宿根ソバ葉の特性を保持した乾燥法 

 

３ 評価結果 

課題評価は、研究課題ごとに担当者から研究の背景、目的、内容、実施方法および成果などについ

て説明を行った後、委員との質疑応答により評価を受けた。  

各研究課題について、次の評価項目ごとにＡ～Ｅの５段階で評価し、その平均を総合評価とし、さ

らに指導、意見をコメントとして受けた。 

総合評価は、事前評価はＢ（２課題）、事後評価はＢ（１課題）、追跡評価はＢ（１課題）であった。 

研究課題別の詳細は、研究課題別評価結果に記載し、今後の研究開発の推進、成果の普及方法等に

活用する。 
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４ 研究課題別評価結果 

 

（１）事前評価 

１ 
研究課題 ミディトマトの旨味増強技術の確立と利用開発 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２９年度～平成３１年度 

研究目的 

および必要性 

福井県産農産物のブランド品の一つであるミディトマトのブランド力の

強化による生産農家の所得向上のため、旨味成分の組成と増強する調理過

程を明らかにする。 

主な意見 

・県外の品種も併せて機能性表示を視野に入れ、リコピン、グルタミン酸、

グアニル酸、ORAC、SOAC 等を分析しておく方が良い。 

・県内レストラン、スーパーなどとタイアップして旨味を高めるレシピを

作成する等、ＰＲ手法も見据えて研究にのぞまれると良い。 

・最終トマト加工品の完成イメージを強く持って取り組んで欲しい。 

・生食としてのブランド化、加工活用としてのブランド化、それが目指す

経済効果を明確化すること 

 

２ 
研究課題 食材の味を活かす新しい「えん下」食製造技術の開発 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２９年度～平成３１年度 

研究目的 

および必要性 

食品の味を活かし滑らかで飲み込みしやすく形状の新しいえん下食を開

発することで、食事の楽しみを提供すため、食品の最適な形状や割合を検

討するとともにコーティング技術を開発する。 

主な意見 

・保存食としての利用も視野に入れてはどうか。 

・まずは対象となる介護レベルや食品を絞り、出口に近い業者と早い段階

から情報共有をしたほうが良い。 

・スマイルケア食に対する理解も進めていただきたい。 

・さといも（頭芋）の加工用素材としての規格を確立して欲しい。 

・県産食材（例：里芋）について、規格外品等の利用促進につながり経済

効果も大きいと考える。 
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（２）事後評価 

１ 
研究課題 「地酒王国ふくい」をめざす大吟醸酵母の開発 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２５年度～平成２７年度 

研究目的 

および必要性 

・吟醸酒製造技術を開発することにより、新酒鑑評会(全国および北陸地

域)での入賞率80％以上を達成する。 

主な意見 

・酢酸イソアミルの生産性をどう安定化させるかが課題。 

・目標とする鑑評会金賞を達成できるマニュアル作りが大切なので、しっ

かりと指導して達成して頂きたい。 

・県内酒全体の評価が高まることに期待する。 

 

（３）追跡評価 

１ 
研究課題 宿根ソバ葉の特性を保持した乾燥法 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成１９年度～平成２１年度 

研究目的 

および必要性 

伝統野菜などに含まれる水溶性有効成分を食品素材化することで、「健康

長寿」ブランドにつながる商品開発と、特産農産物のイメージアップを図

る。 

主な意見 

・ルチン３００mg/day で機能性表示の可能性がでてくるので、将来的に

表示も目指して商品開発していっていただきたい。 

・実験結果、成果を様々な企業へのＰＲしてほしい。 
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平成２８年度 研究評価報告書【農業試験場】 

 

１ 概要 

試験・研究開発の一層の効率化と研究ニーズに即応した新技術の早期開発を図るため、「福井県農

林水産試験研究評価実施要領」および「福井県農林水産業活性化支援研究評価会議設置要領」に基づ

き、研究課題の選定、進捗状況および進行管理、研究成果および研究終了後の成果の普及状況等につ

いて検討・判断された。 

（１）開催日時 平成２８年７月２７日  ９時００分 ～ １４時００分 

（２）開催場所 畜産試験場 

（３）評価会議出席者 

① 評価委員 

松村 修   国立研究開発法人農業･食品産業技術総合研究機構 

中央農業総合研究センター北陸研究センター北陸農業研究監 

大田 正次  福井県立大学生物資源学部 教授 

土井 元章  京都大学大学院農学研究科 教授 

村上亜由美  福井大学教育地域科学部 准教授 

安實 正嗣  福井県認定農業者ネットワーク 会長 

岡本 吉央  福井県農林水産部食料産業振興課 課長  

山本 明志  福井県農林水産部生産振興課 課長 

② 農業試験場 

清水豊弘場長、前野伸吉企画指導部長、小森治貴園芸研究センター所長、各部長および担当

職員 

 

２ 評価範囲 

（１）事前評価 

①福井県産酒米の高品質生産技術の開発 

②ドローンを活用した作物の生育診断と栽培管理技術の確立 

③低コストで収益性の高い中山間水田農業の確立 

④福井糯麦安定多収栽培技術の確立 

⑤持続可能な省力的で低コストな施肥技術の開発 

⑥ふくい柿産地再生のための技術開発 

⑦県産花き品目における品質保持技術の確立 

⑧中山間地水田活用による農業ビジネスモデル研究 

（２）事後評価 

①直播圃場で多発する新型ニカメイガの被害を減らす総合的防除技術の確立 

②ウメ多収性品種’福田夫’’新平太’の特性を生かした安定生産技術の開発 

（３）追跡評価 
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①あきさかりの良さを引き出す栽培法 

（研究課題名：「あきさかり」のおいしさを引き出す栽培法の確立） 

②除草剤を用いない水田雑草制御法 

（研究課題名：肥料価格高騰に対応できる土壌蓄積養分活用技術の開発） 

③ミディトマトの低コスト隔離栽培技術 

（研究課題名：ミディトマトがもっと甘くなる低コスト隔離栽培技術の開発） 

④夏播きニンジンの一粒播き、減化学肥料栽培 

（研究課題名：化学肥料を減らしたニンジン省力化栽培技術の確立） 

 

 

３ 評価結果 

課題評価は、研究課題ごとに担当者から研究の背景、目的、内容、実施方法および成果などについ

て説明を行った後、委員との質疑応答により評価を受けた。 

各研究課題について、次の評価項目ごとにＡ～Ｅの５段階で評価し、その平均を総合評価とし、さ

らに指導、意見をコメントとして受けた。 

総合評価は、事前評価はＢ：２課題、Ｃ：３課題、事後評価はＢ：１課題、Ｃ：1課題、追跡評価

はＢ：３課題、Ｃ：１課題であった。 

研究課題別の詳細は、研究課題別評価結果に記載し、今後の研究開発の推進、成果の普及方法等に

活用する。 
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（１）事前評価 

① 

研究課題 福井県産酒米の高品質生産技術の開発 
総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２９年度～平成３０年度 

研究目的 

および必要性 

酒米のロットによる品質のバラつきを抑えるため、福井県オリジナルの品

質基準を作成し、基準を達成するための栽培方法を確立する。 

主な意見 

・原料酒米のロット毎の品質安定化のためには、上位部分の更なる引上げ

だけでなく、下位部分の底上げ技術の視点が必要。 

・胴割、水浸裂傷粒の発生要因の分析とロット間差異を減らす対策と検査

方法の開発により「福井品質の酒米」の基準を作っていただきたい。 

・販売強化 5000 俵は現在の栽培面積の半分であるが、少々大きく見積も

りすぎではないか？ 

・胴割、水浸裂傷粒発生の発生要因は、肥培管理や収穫適期で解決できる

のか疑問を感じる。 

・食味計の応用の可能性も不確実であり、タンパク含量が正確に測定でき

なくても、酒米評価に使えるとよい。 

・オリジナル酒米の栽培試験に変えて実施してほしい。 

・県内の酒米の 60%は県外。酒蔵はオリジナル酒米にシフトしてきたため、

県産五百万石の需要が減少。そのため、オリジナル酒米を育成している。

オリジナル酒米の栽培方法（品質を向上させる）に集中してほしい。 

 

② 

研究課題 
ドローンを活用した作物の生育診断と栽培管理技術の

確立 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２９年度～平成３１年度 

研究目的 

および必要性 

大区画化圃場でのきめ細やかな栽培管理を行うため、ドローンを活用した

生育診断技術および栽培管理技術を開発する。 

主な意見 

・反面「何に使うか」「何に使うのが最も有効か」をしぼりつつ、進める

必要がある。 

・データの解析には経験と技術が必要であり、普及対象を絞って具体的な

計画を考える方がよい。 

・栽培暦が確立している稲作において、省力以外の効果を期待する。 

・圃場地力や生育量を推定するためのデータの蓄積が２か年では心許な

い。また、スポット管理の結果も年次の異なる条件で検討が必要と思われ

る。 

・この技術にかかるコストは、採算性のある程度となるか？ 

・使いこなすためには技能が必要となるので、普及後のフォローまで見込



 - 37 - 

んでおくこと。 

・普及サイドとも連携して、更なる課題などに対応されたい。 

・分施も出来ないメガファームの経営者が、画像解析して施肥するとは思

えない。 

・中山間地の防除技術を出口として実証してはどうか。 

 

③ 

研究課題 低コストで収益性の高い中山間水田農業の確立 
総合 

評価 
Ｃ 

研究期間 平成２９年度～平成３０年度 

研究目的 

および必要性 

中山間地域の水田での畑作物や園芸作物の収量・品質を向上させるため、

ＩＣＴ建機による大区画・均平マニュアルを作成する。 

主な意見 

・ICT 建機利用の場合のコスト面の説明を充実してほしい。 

・中山間水田の改善という視点は評価できる。ICT 建機、ICT 給水栓を活

用した場合のコスト評価を行うこと。 

・施工は生産者がやった方が良いのか、業者がやった方がよいのか検討の

余地がある。 

・試験項目が多いので、２年間研究可能か懸念される。 

・畑地化技術の確立と栽培体系の確立を分けて計画した方がよい。 

・これは基盤整備事業であって試験研究ではない。また、ニーズがどの程

度あるのかが不明である。 

・アイデアは ICT ブルドーザーの利用と ICT 給水栓の開発であるが、研究

として具体的に何をしようとしているのかが分かりにくい。 

・全く低コストになっていない。これだけの研究費をつぎ込むのであれば、

事業として行った方が効率的。 

・研究より ICT 建機の導入を目的とした内容にみうけられる。 

・研究のとりまとめ方法を明らかにする。 

・ICT 建機が将来どの程度活用・普及されるものなのか疑問。価格も高い

ので、コストなどを考えた際にどれほど効果が出るのか、精査すべき。 

・具体的なイメージ、事例をもとにした実証事業にする。 

 

④ 

研究課題 福井糯麦安定多収栽培技術の確立 
総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２９年度～平成３１年度 

研究目的 

および必要性 

ファイバースノウの品質が不安定な地域への新しい品種として、健康志向

の需要が高く品質が安定している糯麦を普及させるため、β‐グルカンの

含有量が高い品種の選定と栽培方法を確立する。 
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主な意見 

・有数の六条大麦生産県として、実需者ニーズを汲んだ課題となっている。

ファイバースノウとの作業分散できれば生産者にも好都合である。 

・ファイバースノウの生産が不安定な地域で収量が上がるのか不明。 

・転作増加に対応する作目という着眼は良いと思う。 

・β-グルカン含量は品種間の（遺伝的）差異もあるのではないか？品種

間差異の検討も必要だと思う。 

・計画概要からはβ-グルカン含量制御要因に対する目星が全くついてお

らず、含量を高める栽培技術の確立にどのようなアイデアでアプローチす

るのかが全く読み取れない。 

・搗精後のものからでも、福井県に戻してきてオリジナル商品を作って欲

しい。 

・小麦の代替品からの脱却を目指して欲しい。 

・消費者のメリット、おいしさを小麦、大麦と比較し特性を明らかにする

こと。 

・六次化研究や加工業者との共同研究として栽培試験を行うこと。 

 

⑤ 

研究課題 持続可能な省力的で低コストな施肥技術の開発 
総合 

評価 
Ｃ 

研究期間 平成２９年度～平成３１年度 

研究目的 

および必要性 

 米の収量を下げている要因の一つである網下米の割合を低減するため

の省力的で低コストな施肥技術を開発する。 

主な意見 

・経営規模が拡大する中で、効率的に収量、品質を確保する集約技術が必

要。 

・底上げ技術にしぼっている点はよい。 

・核技術の合わせ技としての対応になるが、最も有効な技術に力点をおい

てもよいと考える。 

・大規模経営体の栽培方針を県の試験場が主導してよいのか。 

・How to に関しては、各経営体が自ら工夫すべきである。基肥一括肥料

を前提とするのであれば、まず N,P,K の利用動態を明らかにすべき。 

・肥料節減効果の根拠が不明。20kg/10a の増収にいくらの投資を行うか

明確になっていない。 

・研究期間内での目標と、これまでの研究との差異を明らかにすること。 

・複合的な要因による収量の変化がおこることが予想されるので、結果の

とりまとめ、解析に考慮が必要である。 

・生産者の基礎知識（土壌、肥料、稲の生理）の習得にもっと時間をかけ

るべき。 
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・農家の負担が大きく増えることなく全層施肥が可能となるのであれば効

果は高いと考える。現状において、側条施肥が主に行われていることへの

分析をしっかりとした上で、研究成果の普及も見すえた取組に期待した

い。 

・何を解決したいのかわからない。何が課題なのか。 

・現状の理由と研究課題が実態として異なるのではないか。 

 

⑥ 

研究課題 ふくい柿産地再生のための技術開発 
総合 

評価 
Ｃ 

研究期間 平成２９年度～平成３３年度 

研究目的 

および必要性 

柿産地の再生を図るため、高接ぎによる渋柿から甘柿への更新技術、お

よびつるし柿低樹高栽培技術を確立する。 

主な意見 

・伝統的な果実の生産を継続させることも重要である。 

・品種更新は産地にとって重要な課題と思います。しっかりと取り組んで

下さい。 

・つるし柿は「いぶす」という特徴も生かした高付加価値化と販路拡大も

考えてはどうでしょうか。 

・プレミアム品質基準として、水分、やわらかさ、大きさ、くん煙成分の

機能性などがわかっても、ある程度の省力化がされないと、担い手がいな

いのでないか。また、生産者、普及、行政などと連携しながら、市場ニー

ズを把握しつつ方向性を検討すべき。 

・カキ産地の再生の必要性は認めるが、低樹高栽培技術の開発以外は、技

術普及として取り組む方が効果的。 

・産地が小さいことから研究効果の波及効果は極めて限定的。 

・行政的、技術普及的な内容で、試験研究的な要素が小さい。特に、短期

品種更新技術を今から研究していたのでは、短期品種更新はできない。 

・何をもって達成とするかが見えない。H37 の経済効果を予測できるのか

疑問。 

・’太秋’等への品種更新がうまくいったとして、それは本技術開発の効

果なのか？ 

・カットフルーツ製品化時に予想される問題点は、パッケージ技術では解

決できないのか。また、高級品として展開した方がよいのではないか。 

・全体として何を目指しているのかわからない。 

・甘ガキの産地化、今庄低樹高化など具体的目標を明らかにすること。 
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⑦ 

研究課題 県産花き品目における品質保持技術の確立 
総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２９年度～平成３２年度 

研究目的 

および必要性 

キク、花ハスの市場からのクレーム（日持ち性）の対策として、キクの黄

化防止技術、および、花ハスの鮮度保持技術を確立する。 

主な意見 

・花ハスは特徴ある花きとして、技術強化を図っていただきたい。 

・菊の黄化抑制については、従来知見を整理し、ターゲットを絞っている

点が評価できる。 

・ゲノム編集等の技術を試験場でもっておくのは、将来性の点で重要だと

思います。 

・盆・彼岸の小ギクの品質管理は大きな課題で、中でも葉の黄化抑制によ

る出荷調整が実現すると、貢献度は大きい。ハスについても、品質保持は

極めて難しく、技術開発が期待される。 

・菊の葉の黄化は、品種依存的なところが大きく、ゲノム編集による非エ

チレン感受性品種の育成は有望。ハスについては、パック技術だけで日持

ち延長ができるかどうか疑問。何らかの開花抑制技術を組み合わせること

が必要である。 

・花ハスは切り花として不向きの性質を多数持っているようであるが、成

功すれば独占的に供給できるので、研究に取り組む価値がある。 

・開発したキクの一大産地化。例えば、機械化、省力化と合わせて黄化抑

制をやること。 

 

⑧ 

研究課題 中山間地水田活用による農業ビジネスモデル研究 
総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２９年度～平成３１年度 

研究目的 

および必要性 

・中山間地域農業の活性化を図るため、小区画排水不良田を活用する水生

作物の栽培技術、経営指導方法を確立する。 

主な意見 

・中山間向けの農業モデルは重要であり、有益なモデル提示をはかってい

ただきたい。 

・複数のマイナークロップの研究、それを活用化した経営モデル策定は、

大変難しい面があると考えるが、研究の意義は大きい。 

・食用作物は適用できる農薬にも留意する必要がある。 

・新規導入する品目の数、種類を検討して下さい。 

・アクションリサーチによって導入と評価を同時に進めていく案は良いと

思います。 

・湿田に向く品目をある程度絞った上での栽培試験と調査研究であり、ア
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プローチとしては適切である。カキツバタ・カラーは開花期が集中、レン

コンの掘取りをどのように行うかも労力面で課題あり。サトイモなども有

望ではないか。 

・品目がうまく組み合わされば、経営的に有効に働く。 

・H29 年度の調査項目に挙げられている作業労働時間、経営収支調査の結

果が期待されるものでなかった場合どうするのか。 

・中山間地域へ人が来て、お金を落としていってくれる工夫を。 

・カキツバタ、カラー、マコモといった品目について、どれほどの需要が

あるのか？普及と連携を密にして、現実に導入可能なモデルを構築できる

ように。 

・中山間地の特性を活かした作物の特徴付けなど、同時にブランド、販売

も見すえた戦略が立てられるとおもしろい。 

・現地実証。現地で実施すること。 

・直売所や民泊、中山間ビジネス、モデル集落、地域と連携すること。 

 

（３）事後評価 

① 

研究課題 
直播圃場で多発する新型ニカメイガの被害を減らす総

合的防除技術の確立 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２５年度～平成２７年度 

研究目的 

および必要性 

直播栽培で被害が増加しているニカメイガに対する新たな防除技術を

確立する。 

主な意見 

・ニカメイガは再興病害虫の１つとして、近年、直播水稲、飼料イネ専用

品種等で問題となっているし、今後、全国的に問題となる可能性が高い。

その点で、大きな成果である。 

・本成果は、今後、直播栽培で普及する地域、直播収量水準が安定化する

地域、飼料イネや業務用多収品種が普及する地域等で有用な成果と考え

る。その点で、福井県のみならず、全国に発信できうる成果といえる。 

・耕種的防除についてはおおむね計画どおりに研究目標が達成されてい

る。今後更なる普及に努力していただきたい。 

・実用可能な技術開発が行われ、今後研究成果が活用されていくであろう。

直播栽培の普及拡大にも貢献すると考えられる。 

・生産者にもわかりやすくとりまとめられており、クロチアニジンフロア

ブル剤の農薬登録も進行中とのことで、今後耕種的防除と化学的防除を組

み合わせた防除マニュアルの作成を期待する。 

・経済的効果は、85％の被害低減を達成している。また、研究成果のまと

めも、実用化技術 PR 版、研究会、研究報告と多岐にわたって発表されて
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おり、評価できる。 

・秋起こしの励行と湛水化は農家にとって理解し易い。 

・冬期湛水による対応がどこまで広げることができるか、普及に努めてほ

しい。 

・耕種防除は虫が減るだけなのか。この防除法で薬剤防除が必要ないのか。

出口はわかりやすく表現した方がよい。 

 

② 

研究課題 
ウメ多収性品種’福田夫’’新平太’の特性を生かした

安定生産技術の開発 

総合 

評価 
Ｃ 

研究期間 平成２５年度～平成２７年度 

研究目的 

および必要性 

福井梅の生産振興のため、‘福太夫’の早期大玉果生産技術を確立する

とともに、‘新平太夫’の収穫技術の省力化および、白干梅の LED 照明を

用いた機械乾燥技術を確立する。 

主な意見 

・３つの性格の異なる目標について、一部達成できなかった、又は、達成

まであと１歩の項目はあるものの、全般に良く成果を得たと考える。 

・収穫技術は、樹園地の地形や栽植条件により、適用方法が異なると考え

るが、今後、適用事例を増やす中で参考事例を増やし、情報の充実を図っ

ていただきたい。 

・研究成果のまとめとして、技術成果の取りまとめは、全般に問題はない

が、欲を言えば、研究報告、学会発表など学術成果として、今後取りまと

めていただきたい。 

・「新平太夫」のネット収穫による収穫の効率化には、一定の成果が見ら

れるが、目標の１．６倍を達成するための改良が望まれる。 

・成果の普及性に大きな問題を残しており、現時点で見積もられる貢献度

は事後評価報告書にあるほど大きくはないと考えられる。 

・黄化抑制技術については目星もついておらず、研究計画の甘さがあった

のではないか。 

・研究成果が散発的で体系化されておらず経済効果が小さい。" 

・成果として「福太夫」の早期出荷、「新平太夫」省力収穫、白干梅の周

年体制について達成されており、販売額が増加する経済効果も見込めるた

め、評価できる。されに省力収穫技術は進めていくとよい。 

・乾燥方法の提示は、農家にとって大きな参考になる。 

・福太夫の５月出荷、省力的ネット収穫、白干梅周年生産技術を目指した

試験 

・目標に対する結果を示していないので成果が分かりづらい。 
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（４）追跡評価 

① 

研究課題 

あきさかりの良さを引き出す栽培法 

（研究課題名：「あきさかり」のおいしさを引き出す栽

培法の確立） 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２１年度～平成２３年度（２４） 

研究目的 

および必要性 

移植時期や、施肥法等を工夫することによって、あきさかりの良さであ

る多収性と良食味、真珠のような光沢を安定的に引き出す栽培法を確立す

る。 

主な意見 

・普及面積、経済効果については、ほぼ当初の見込みを達成していると考

えられる。 

・試験終了後、上位等級比率が高位安定していること、直播率が高まって

いることは評価できる。 

・普及定着していない地域へは、現地の条件範囲での適用という点も考え

る必要がある。 

・導入目標に達成しなかった地域における問題点を整理し、対策を検討し

ていただきたい。 

・「あきさかり」の作付けが順調に増加しており、研究成果が活かされて

いると考える。 

・「あきさかり」が主力品種に成長するか、現状にとどまるかの分岐点に

あるように思われる。品種普及上の問題点のさらなる改善と検討を期待す

る。 

・「あきさかり」の食味の特徴について、まだまだ県民に広く知られてい

るとはいえない。付加価値向上につながる栽培法を確立することを期待す

る。 

・「ポスこし」もさること乍ら、見直しと再普及が必要。 

・「あきさかり」の特Ａ獲得に結び付いており評価できる。 

・成果は移植時期、基肥の量、穂肥の回数、量であり、この普及程度、効

果を示さないと評価できない。 

・この結果からすると、分施は現場では受け入れられないのでは。（事前、

低コストな施肥技術） 

 

② 
研究課題 

除草剤を用いない水田雑草制御法 

（研究課題名：肥料価格高騰に対応できる土壌蓄積養分

活用技術の開発） 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２１年度～平成２３年度（２４） 



 - 44 - 

研究目的 

および必要性 

有機栽培や無農薬無化学肥料のイネ栽培において、効率的で効果の高い

雑草制御技術を確立する。 

主な意見 

・有機栽培で最も重要な雑草制御法は、対象面積は少なくとも、実施生産

者からはニーズが高い技術である。当初目標どおり、普及しており、開発

後の新たな技術進展も含め、今後も充実をはかっていただきたい。 

・有機栽培農家だけでなく、本技術により除草剤に要する費用を低減でき

る技術として一般栽培農家への普及を図ることはできないか？ 

"（貢献度）・成果の波及が有機栽培や特別栽培米に限られ、限定的ではあ

るものの、このことは当初の想定の範囲である。 

（波及効果）・地域ごとに技術普及のレベルに差がある。" 

・除草剤を用いない手法と、除草機による手法を、合わせた技術が確立さ

れることに期待する。 

・特になし。 

・有機農業を行う上で、効果的な除草方法の確立されることは、非常に効

果が高いので、成果の普及、更なる発展に努めてほしい。 

・有機栽培については、さらに労働時間を短縮する技術が望まれる。 

 

③ 

研究課題 

ミディトマトの低コスト隔離栽培技術 

（研究課題名：ミディトマトがもっと甘くなる低コスト

隔離栽培技術の開発） 

総合 

評価 
Ｃ 

研究期間 平成２１年度～平成２３年度（２４） 

研究目的 

および必要性 

土壌条件に左右されず、低コスﾄな隔離栽培システムと栽培技術を確立

する。 

主な意見 

・普及が目標どおり進んでいない点について、技術内容そのものの問題点

なのか、適用方法の問題点なのかを整理する必要がある。 

・導入して実績をあげている現場例から、有効性の理由を解析する必要が

ある。 

・問題点として挙げられた夏越しの技術が導入には不可欠と思われる。ま

た、他作物への応用も導入の推進には必要と思われる。 

・導入に必要な経費の問題もあるが、現時点での経済的効果が当初見込み

の 1/10 にとどまっている点は大きな問題。開発された技術に生産者の技

能が追いついていない点も問題ではあるが、起こっている問題はある程度

予想されたはずである。 

・今後本技術が拡大する可能性はそれほど大きくないと思われる。 

・低コスト隔離栽培には、高い技術が必要となる面があるため、導入後の

支援が重要である。マニュアル化を完全にするか、方法を変更した方がよ
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い。 

・導入、普及数が目標に遠くとどいていないので、現実的ではないのでは

ないか。既存農家のフォローは必要としても、新規導入を増すためには、

工夫をする必要。（あるいは、これ以上普及しない方向もあるのではない

か。） 

・一体的な技術として成果を出したことは評価される。 

・技術を受け入れる対象がもともと少なかったということか？ 

・課題化の時に対象（ニーズ）を明確にすることが大切。 

 

④ 

研究課題 

夏播きニンジンの一粒播き、減化学肥料栽培 

（研究課題名：化学肥料を減らしたニンジン省力化栽培

技術の確立） 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２１年度～平成２３年度（２４） 

研究目的 

および必要性 

ニンジン栽培の間引き作業を省略できる 1粒播き栽培、緑肥と鶏ふん利

用による減化学肥料栽培体系を確立する。 

主な意見 

・普及率が坂井で 100%の点は高く評価できる。 

・一粒播きの普及率はほぼ 100％であるが、これは全国的な傾向で、本技

術開発による貢献度はそれほど大きくないと考えられる。鶏糞利用の普及

もそれほど大きくはない。 

・ニンジンの高付加価値化に望みにくく、収量や商品化率が生産者にとっ

ては重要で、減化学肥料栽培は有機野菜の生産者以外あまりなじまないの

ではないか。 

・省力化できたこと、技術講習会を実施できたことは評価できる。 

・単収が上がる工夫ができれば、販売額の増加、予定していた経済効果に

つながると思うので、引き続き、努められたい。 

・技術が導入されて、現場の課題が解決されたことは評価できる（１粒播

き） 
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平成２８年度 研究評価報告書【畜産試験場】 

 

１ 概要 

試験・研究開発の一層の効率化と研究ニーズに即応した新技術の早期開発を図るため、「福井県農

林水産試験研究評価実施要領」および「福井県農林水産業活性化支援研究評価会議設置要領」に基づ

き、研究課題の選定、進捗状況および進行管理、研究成果および研究終了後の成果の普及状況等につ

いて検討・判断された。 

（１）開催日時 平成２８年７月２７日  ９時００分 ～ １３時３０分 

（２）開催場所 畜産試験場 

（３）評価会議出席者 

① 評価委員 

塩谷 繁   国立研究開発法人農業･食品産業技術総合研究機構 

畜産草地研究所企画管理部長 

高橋 正和  公立大学法人福井県立大学生物資源学部 准教授 

山崎 洋子  ＮＰＯ法人 田舎のヒロインズ 

川口 孝誠  福井県第一食肉協同組合 理事（株式会社カワグチ 社長） 

立尾 清美    芦原温泉女将の会副会長（芦原温泉白和荘女将） 

松谷 隆広  福井県農林水産部生産振興課 参事（生産振興課 山本課長代理） 

② 畜産試験場 

向井 寿輔  場長 

高畑 良枝  管理課長 

松井 司   家畜研究部長 

桝田 靖憲  企画支援室長 

各グループリーダーおよび担当職員 

 

２ 評価結果 

課題評価は、研究課題ごとに担当者から研究の背景、目的、内容、実施方法および成果などについ

て説明を行った後、委員との質疑応答により評価を受けた。 

各評価委員の平均を総合評価とし、さらに指導、意見をコメントとして受けた。 

 

事前評価：１課題 Ｂ評価 

事後評価：１課題 Ｂ評価 

追跡評価：１課題 Ｂ評価 

 

研究課題別の詳細は、研究課題別評価結果に記載し、今後の研究開発の推進、成果の普及方法等に

活用する。 
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３ 研究課題別評価結果 

 

（１）事前評価 

１ 
研究課題 

乾乳期間短縮による乳生産性および健全性向上技術の

開発 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２９年度～平成３２年度 

研究目的 

および必要性 

 近年、泌乳能力の高い牛の改良がすすみ、分娩後の周産期病や泌乳初期

の乳房炎発症等により供用年数の低下がみられる。乾乳期間を短縮するこ

とで、泌乳の平準化を図り、牛へのストレスを軽減し、供用年数を延長を

図るとともに、抗生物質を使用しない乳房炎予防技術の開発が必要であ

る。 

主な意見 

・泌乳能力の高い牛は分娩後の周産期病や泌乳初期の乳房炎の発生が多

く、このことは酪農家にとって大きな課題である。 

・牛へのストレスを軽減し、疾病の低減、供用年数の増加はとても良いこ

とだと思う。 

・牛のストレスを軽減して酪農経営を安定化するためには必須の研究であ

る。 

・生産性一辺倒の飼い方ではなく、牛に無理をさせない健康的な買い方の

研究であり、重要である。 

・県独自（梅酢、ラッキョウ下漬け液活用）のディピング剤の開発はおも

しろい。 

・抗生物質を使わない治療、予防技術が開発されるのであれば、安全・安

心な牛乳を口にすることができるので良いと思う。 

・ディピングの検討については、in vitro の試験では方法論を詰める必

要がある。 

・試験成果を畜産農家に伝えるのも重要ですが、このような無理をさせな

い飼養管理技術であれば、消費者にもその成果を伝えていくべき。 

 

（２）事後評価 

１ 
研究課題 乳牛への飼料用籾米（イネＳＧＳ）給与技術 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２４年度～平成２６年度 

研究目的 

および必要性 

籾米は、玄米に比べ籾すり作業が省力化され、低価格で流通されている

ことから、その給与は酪農経営の低コスト化につながるため、県内酪農家

の８割を占める分離給与方式での泌乳ステージ（乳量）応じた籾米多給技

術の確立を図ることが必要である。 
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濃厚飼料中の 46％（乾物割合）をイネＳＧＳで代替した場合、乳生産

効率が低下する傾向にあるものの、採食量・第一胃内溶液性状・血液性状

など、乳牛の健康に影響はなかった。27％を代替した場合でも健康上影響

はなく、一日一頭当たりの飼料費は約１割低減できることが見込まれる。 

主な意見 

・稲の飼料としての利用は、地域にとっても今後、益々大切になってくる

と思う。 

・水稲地帯で、畜産が地域に貢献し、畜産農家も、耕種農家も経営の安定

化につながる技術だと思う。 

・約 30％の代替率で、飼料費約 10％の低減となっているが、もう少し低

減率が上がると良かったが、まずますの成果だと思う。 

・乳量等に影響がなく代替えできることはとても素晴らしいと思う。 

・乳量に影響のない安価である飼料による飼養は、今以上に農家への普及

に力をいれるべき。 

・分離給与飼養での情報提供については、粗飼料を先に給与するなどの給

与順なども記載するとよいと思う。 

 

（３）追跡評価 

１ 
研究課題 

福井県に適するイネホールクロップサイレージ専用品

種 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２１年度～平成２３年度 

研究目的 

および必要性 

自給飼料の生産費用を低減し、広域流通を促進するために、稲発酵粗飼

料の品質向上と増収技術の開発が必要である。 

北陸 193 号」「はまさり」「リーフスター」を専用品種として選定したが、

発酵品質や嗜好性が比較的良く、収量も 5.8t/10a と多いことから「北陸

193 号」が県内で利用されている。一方、選定品種以外では「夢あおば」

「たちすずか」が、「夢あおば」はやや早い中生品種であること、「たちす

ずか」は晩生品種であるが茎葉部の糖含量が高く発酵品質が良いことから

利用されている。 

 この研究では「夢あおば」や「たちすずか」および県内で栽培用食用品

種も含め評価を行っており、これらのデータを生産農家のニーズに合せ提

供できる。 

主な意見 

・耕畜連携につながり、飼料費低減にもつながる良い成果だと思う。 

・単位面積当たりの収量について、現在の専用品種が最適なのか、継続し

てデータ収集をする必要があると思う。 

・牧草に近い飼料の増加は良いと思う。 

・専用品種のより良い品種の見極めを行い、耕種農家への情報提供をして
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いく必要がある。 

・専用品種の導入による漏生もみの問題や、堆肥利用などに対し、耕種農

家には誤解や偏見も多いので丁寧な説明が必要である。 

・稲作農家での食用品種か、専用品種かの選択は難しいようである。隣接

する食用米に、専用品種の花粉が飛ぶことによる交配の問題等もあり、食

用米を生産していない周辺農家への理解も難しいと思う。 
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平成２８年度 研究評価報告書【水産試験場】 

１ 概要 

試験・研究開発の一層の効率化と研究ニーズに即応した新技術の早期開発を図るため、「福井県農

林水産試験研究評価実施要領」および「福井県農林水産業活性化支援研究評価会議設置要領」に基づ

き、研究課題の選定、進捗状況および進行管理、研究成果および研究終了後の成果の普及状況等につ

いて検討・判断された。 

（１）開催日時 平成２８年８月３０日  ９時３０分 ～ １２時００分 

（２）開催場所 嶺南振興局二州合同庁舎２階大会議室 

（３）評価会議出席者 

① 評価委員 

本多 仁   国立研究開発法人水産総合研究センター 日本海区水産研究所 所長 

宮台 俊明  福井県立大学海洋生物資源学部 学部長 

下亟 忠彦  福井県海水養魚協会 会長 

齊藤 洋一  福井県信用漁業協同組合連合会 代表理事会長 

子末とし子    福井県漁協女性部連合協議会 会長 

岡本 吉央  福井県農林水産部食料産業振興課 課長  

松崎 雅之  福井県農林水産部技幹（水産課長） 

② 水産試験場 

杉本剛士場長、木下仁徳栽培漁業センター所長、岩谷芳自内水面総合センター所長 

および関係職員 

２ 評価範囲 

（１）中間評価課題 

・新魚種（ハタ類）養殖用種苗生産技術の開発 

（２）事後評価課題 

・ズワイガニ資源増大対策事業 

・元気なふくいアユ種苗生産技術開発事業 

（３）追跡評価課題 

・アオリイカの養殖に関する研究 

３ 評価結果 

課題評価は、研究課題ごとに担当者から研究の背景、目的、内容、実施方法および成果などについ

て説明を行った後、委員との質疑応答により評価を受けた。 

各研究課題について、次の評価項目ごとにＡ～Ｅの５段階で評価し、その平均を総合評価とし、さ

らに指導、意見をコメントとして受けた。 

総合評価は、中間評価はＢ：１課題、事後評価はＢ：２課題、追跡評価はＢ：１課題であった。研

究課題別の詳細は、研究課題別評価結果に記載し、今後の研究開発の推進、成果の普及方法等に活用

する。 
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３ 研究課題別評価結果 

（１）中間評価 

１ 
研究課題 新魚種（ハタ類）養殖用種苗生産技術の開発 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２６年度～平成３０年度 

研究目的 

および必要性 

 養殖魚の新魚種開発として、市場性の高い「マハタ」養殖技術を開発す

るため、越冬後の大型種苗生産技術の確立により低水温対策と養殖期間の

短縮を図る。 

主な意見 

・閉鎖循環システムのコスト面なども含めた実用化に向けて、さらなる努

力を期待したい。 

・マハタはフグに続く冬の風物として、観光客を呼ぶ食材となる。ブラン

ド化に向けた行政や漁業者との連携を密に図ってほしい。 

・トラウトサーモンに続く、新魚種としてマハタへの期待は大きく研究の

必要性は絶大である。 

・現状で、非常に良好な成果が上がっていると見込まれるので、引き続き、

研究を進めてほしい。 

 

（２）事後評価 

１ 
研究課題 ズワイガニ資源増大対策事業 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２４年度～平成２７年度 

研究目的 

および必要性 

ズワイガニの好漁場の海底環境と漁場形成との関係を明らかにし、好漁場

形成要因を解明する。 

主な意見 

・現状調査に基づいた対応が望まれる。 

・ズワイガニ漁場マップはわかりやすい形での成果情報であり、漁業者が

求める情報として必要性が高い。 

・漁礁の効果の検証や保護効果を考慮した増殖効果の検討も必要。 

・本事業を前倒しで終了し、次の事業に結び付けたことは評価できる。 

・保護礁の造成の仕方を考えるべきである。泥地で沈下する場所は沈没船

を設置したらよい。 

・県の観光資源 No1の越前がにについての研究であり、今後の資源保護、

増殖の技術開発につながる。大いに期待が持てる研究である。 

・福井の重要な資源である越前がにの資源回復を図るため、今回の試験で

求められた結果をしっかり活用して対策をとってほしい。 
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２ 
研究課題 元気なふくいアユ種苗生産技術開発事業 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２５年度～平成２７年度 

研究目的 

および必要性 

良い形質（友釣りしやすい）アユ種苗の生産技術を確立する。 

主な意見 

・良い形質をもつＦ１の生産技術開発に見通しがつき、具体的な親魚養成

の計画を確立したことにより生産計画の目途が立ったことは評価できる。 

・釣り人のニーズに合ったＦ１が県内の河川に多く放流されれば遊漁者の

増加につながることから、今後の計画実行と普及、広報活動に期待したい。 

・釣り人は大型ほど喜ぶと思うので、大型育種を目指すと良い。 

・内水面の最重要魚種に対する研究であり、今後の遊漁対策に活用できる

技術を開発した成果は大 

 

（３）追跡評価 

１ 
研究課題 アオリイカの養殖に関する研究 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成１９年度～平成２３年度 

研究目的 

および必要性 

市場価値の高い大型のアオリイカを短期間で育成するための養殖技術を

確立する。 

主な意見 

・市場価値の低い小型の天然アオリイカが短期間飼育で高い価値の商品化

の可能性を示したことは、漁業収入の増加、観光客の周年誘客の促進など

に有効な技術として現地効果は高い。 

・天然小型アオリイカの確保や天然親アオリイカの確保を図ることと、天

然アオリイカ資源の適切な利用・管理を図ることがバランスよく実施でき

るよう、関係漁業者（養殖漁業者と天然資源を漁獲している漁業者等）が

十分に合意形成した上で取組を進めることが肝要と考える。 

・上記の観点からも、人工種苗の安定供給のための技術開発についても、

引き続き取り組むことが求められると考える。これはあくまで理想像であ

るが、御一考をお願いしたい。 

・種苗生産が課題。 

・手軽なエサの開発が重要 

・短期間で成長するアオリイカが漁家民宿等に広く普及されるように。 

・本研究の成果としてまとめた養殖マニュアルが、養殖漁家に活用され、

アオリイカ養殖の取組数、生産量が増加し、若狭町の看板料理となるなど

経済的、観光面においても大いに貢献しており高く評価する。 

・引き続き、研究成果の普及に努めてほしい。 



 - 53 - 

平成２８年度 研究評価報告書【総合グリーンセンター】 

 

１ 概要 

試験・研究開発の一層の効率化と研究ニーズに即応した新技術の早期開発を図るため、「福井県農

林水産試験研究評価実施要領」および「福井県農林水産業活性化支援研究評価会議設置要領」に基づ

き、研究課題の選定、進捗状況および進行管理、研究成果および研究終了後の成果の普及状況等につ

いて検討・判断された。 

（１）開催日時 平成２８年８月２６日 １３時３０分 ～ １７時００分 

（２）開催場所 総合グリーンセンター 会議室 

（３）評価会議出席者 

① 評価委員 

吉永 秀一郎 国立研究開発法人森林総合研究所関西支所 所長 

横井 秀一  岐阜県立森林文化アカデミー 教授 

中川 辰男  福井県森林組合連合会 理事 

松田喜代美  原木しいたけ生産者 

岡本 吉央  福井県農林水産部食料産業振興課 課長 

三崎 信一  福井県農林水産部森づくり課 主任（課長代理） 

② 総合グリーンセンター 

豊岡正所長、担当職員 

 

２ 評価範囲 

（１）事前評価 

・ふくい生まれの「極上マイタケ」の開発 

（２）事後評価 

・シカ被害に強い植生回復技術の開発 

・木質バイオマス安定供給システムの構築に関する研究(作業システム) 

・燃料用木材チップの乾燥技術の開発 

・軽トラウインチの開発 

（３）追跡評価 

・ウスヒラタケ菌床埋め込み方式による栽培技術の開発 

・安全・安心な乾燥剤生産技術の開発 

・次世代高カロリー木質ペレット燃料「ハイパー木質ペレット」の製造・利用技術の開発 

 

３ 評価結果 

各研究課題についてＡ～Ｅの５段階で評価し、さらに指導、意見をコメントとして受けた。 

総合評価は、事前評価：Ｂ１課題、事後評価：Ｂ２課題、Ｃ２課題、追跡評価：Ｂ２課題、Ｃ１課

題であった。 
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研究課題別の詳細は、研究課題別評価結果に記載し、今後の研究開発の推進、成果の普及方法等に

活用する。 

 

４ 研究課題別評価結果 

 

（１）事前評価 

１ 
研究課題 ふくい生まれの「極上マイタケ」の開発 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２９年度～平成３１年度 

研究目的 

および必要性 

一般に流通しているマイタケと差別化を図られる優れたオリジナルマイ

タケの品種を開発する。 

主な意見 

ブランド化を図る取組も並行して行うことで九頭竜まいたけのブランド

力向上に大きな効果が期待できる。 

まいたけはバラして食べることが多く見た目の違いが伝わりにくい。その

ような中、まいたけの高品質化という方向は正しいのか？ 

「育てやすく収量が多い」といった方向での選抜も並行して行うべき。 

 

（２）事後評価 

１ 
研究課題 シカ被害に強い植生回復技術の開発 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２６年度～平成２７年度 

研究目的 

および必要性 

シカの下層植生の食害による土壌浸食を防止するため、効果的な不嗜好性

植物を選定する。 

主な意見 

木の他に草本も検討してはどうか？ 

研究成果の普及にはパンフレットの作成だけではなく、技術指導や植栽に

かかる補助金なども含めた対策が必要。 

シカは毒性のあるものもエサが無くなると食べ始めることもあるので、継

続した観察が重要。 

 

２ 
研究課題 

木質バイオマス安定供給システムの構築に関する研究

(作業システム) 

総合 

評価 
Ｃ 

研究期間 平成２６年度～平成２７年度 

研究目的 

および必要性 

材生産量を増やす作業システムを確立するため、搬出コストの低減技術を

確立する。 

主な意見 
この手の技術開発は事例の積み上げが重要 

オートチョーカーの効率をもう少し深く掘り下げてテストしてほしい。 
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器械の配置や木寄せしやすい伐採方法なども研究し、事業者が導入するメ

リットを明確に示すこと。 

今後、列状間伐を行う場所が増えるため、県内事業体へ広く普及し研究成

果の効果を発現すること。 

 

３ 
研究課題 燃料用木材チップの乾燥技術の開発 

総合 

評価 
Ｃ 

研究期間 平成２６年度～平成２７年度 

研究目的 

および必要性 

木質バイオマス発電用燃料に適した乾燥条件の解明 

主な意見 

春から夏にかけて乾燥が進むのであれば。この時期に効率的に乾燥させ、

ストックするのか検討が必要。 

冬場の屋内での乾燥データも調査してはどうか？ 

伐採時期に応じた乾燥期間の目安について、搬出事業者への普及を図って

いく必要あり。 

 

４ 
研究課題 軽トラウインチの開発 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２７年度 

研究目的 

および必要性 

自伐林家の搬出作業の負担軽減を図るため簡易で安価な積み込み支援技

術を確立する。 

主な意見 

伐採から積み込みまでの一連の作業をマニュアル化し、普及させること。 

自伐林家へぜひ進めてほしい。もう少し安価なウィンチが無いか検討して

ほしい。 

山の市場の整備と合わせ自伐林家の育成に向け。開発したキットの活用に

期待。 

 

（３）追跡評価 

１ 
研究課題 ウスヒラタケ菌床埋め込み方式による栽培技術の開発 

総合 

評価 
Ｃ 

研究期間 平成２１年度～平成２３年度 

研究目的 

および必要性 

ウスヒラタケの栽培方法の確立 

主な意見 
ブランド化を図るとともに生産者を増やす取り組みが必要。 

もっと手軽に取組めるようになると理想。 
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２ 
研究課題 安全・安心な乾燥剤生産技術の開発 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２１年度～平成２３年度 

研究目的 

および必要性 

内部割れを抑える乾燥スケジュールを確立する。 

主な意見 

有効性をアピールすべき。 

県産材の利用拡大のために技術の普及に努めてほしい。 

開発した技術の利用事業者がどれくらいいるか分析が必要 

 

３ 
研究課題 

次世代高カロリー木質ペレット燃料「ハイパー木質ペレ

ット」の製造・利用技術の開発 

総合 

評価 
Ｂ 

研究期間 平成２１年度～平成２３年度 

研究目的 

および必要性 

木質ペレットの利用を促進するため、熱処理により発熱量と耐水性を向上

させた「ハイパー木質ペレット」を製造技術を開発する。 

主な意見 

県内におけるバイオマス利用の増加に向け更なる取り組みを期待。 

量産した時のコストを調査してほしい。 

全国的に生産され、価格も通常のペレット並になるといい。 

今後は民間企業とも連携した展開を見込むなどの工夫が必要 

ハイパーペレットを製造できるプラントの開発や普及について国へ要望

してくべき。 
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平成２８年度 評価結果報告書【建設技術研究センター】 

第３３回 福井県建設技術研究センター 評価委員会評価結果（課題評価委員会） 

 テーマ浚渫土砂の含水比低減方法と現場への適用に関する研究開発【事前評価】

日時：平成２８年１１月１０日（木）１４時～１６時３０分 着色部：委員長と異なる評価

荒井　克彦
委員長

山本　博文
委　員

菊沢　正裕
委　員

奥村　充司
委　員

寺川　直輝
委　員

羽場　千尋
委　員

大槻　英治
委　員

福井大学名誉
教授（建築建

設工学）

福井大学教授
（地学）

福井県立大学
教授（環境科

学）

福井工業高等
専門学校准教
授（地盤環境

工学）

福井商工会議
所地域振興部

長

㈲アーキズム
建築建設事務
所取締役次長
（一級建築士）

福井県土木部
参与

H28.11.10 H28.10.31 H28.10.27 H28.10.25 H28.10.25 H28.10.13 H28.10.31

１　全体的説明 ※３段階評価（①良い、②普通、③悪い）

（１）内容の具体性 ①わかりやすい ①わかりやすい ①わかりやすい ①わかりやすい ①わかりやすい ①わかりやすい ①わかりやすい

２　課題説明

（２）研究の背景・必要
性の妥当性

①大きい ①大きい ①大きい ①大きい ①大きい ①大きい ①大きい

（３）研究開発の目的
の適切性

①適切 ①適切 ①適切 ②やや適切 ①適切 ①適切 ②やや適切

（４）研究開発の目的
設定の妥当性

②やや明確 ②やや明確 ①明確 ②やや明確 ②やや明確 ②やや明確 ②やや明確

（５）県の研究機関とし
て研究を行う妥当性

①高い ②やや高い ①高い ①高い ①高い ②やや高い ①高い

（６）研究計画の妥当
性

②やや適切 ②やや適切 ②やや適切 ①適切 ②やや適切 ②やや適切 ②やや適切

（７）目指すべき技術
水準

②やや適切 ①適切 ②やや適切 ①適切 ②やや適切 ②やや適切 ②やや適切

３　総合評価

総合判断
②一部修正して
推進すべき

②一部修正して
推進すべき

②一部修正して
推進すべき

①推進すべき ①推進すべき ①推進すべき
②一部修正して
推進すべき

コメント

各委員のコメン

ト以外は下記の

とおり

ほとんどの指摘

は、浚渫土砂の
種類が多様な

ので、的を絞っ

て有効な利活

用方法を探求
することを提案

されています。

本研究の意義

は大きいが、残

土が供給過剰
状態にある中、

ハードルは高い

と思われる。残
土は多様であ

り、利用しやす

い種類の残土を

見極め、その対
策について集

中的に研究を

進めるのが良い
と思う。

(1)多様な材料

を使うので、処

理後の強度特
性をパターン化

し、それに見合

う利用先を限定
的に確率するの

がよい。

(2)魚道への利

用は困難を伴う
ことも予想され

るので、(1)の次

の段階で適用を
考えるべきであ

ろう。

細粒分を含む浚渫土

砂は処理・処分する

にも、あるいは改良

して有効利用するに

もそれぞれ費用がか

かる。他の事業から

の建設発生土も有効

利用に苦慮している

が、それらとの競合

において、輸送コスト

がかかると不利であ

る。施工現場もしく

はその周辺での利用

に限定される可能性

もある。コスト縮減の

算定は多面的に行

う 。

－

本研究の課題と

必要性などは

大変理解できま
す。今後研究内

容と利活用に検

討が必要かと思
いますが、がん

ばってください。

対象となる処理

土砂と利用可能

な資材の量的、
地域的バランス

を考慮して、利

活用の対象を
事前に想定した

うえで、計画を

実施することが

重要。

４　その他

※（１）～（７）の

　　コメントも記載

－ －

プレゼンスライド

中に「すべての
土砂について

利活用が可能と

なるようにする」
とあるが、理想

であり現実的で

はない。中詰め

材として使用す
る場合の袋につ

いての材質や

強度について、
利用目的に応じ

た長期的な安

定性について
検討する必要

がある。

－

含水比低減の方

法として生石灰

＋廃石膏を配合

する場合、生態

系や環境の面で

問題ないのでしょ

うか？

また、委員会でも

指摘がありました

が袋体に詰めて

施工する場合の

検討で袋体の検

討が必要かと思

いました。福井県

の繊維技術のア

ドバイスなどを活

用して研究してく

ださい。

－

委員名

所属等

評価票作成日
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テーマ：廃発泡スチロールを用いた補修材料の研究開発【事前評価】

日時：平成２８年１１月１０日（木）１４時～１６時３０分 着色部：委員長と異なる評価

荒井　克彦
委員長

山本　博文
委　員

菊沢　正裕
委　員

奥村　充司
委　員

寺川　直輝
委　員

羽場　千尋
委　員

大槻　英治
委　員

福井大学名誉
教授（建築建

設工学）

福井大学教授
（地学）

福井県立大学
教授（環境科

学）

福井工業高等
専門学校准教
授（地盤環境

工学）

福井商工会議
所地域振興部

長

㈲アーキズム
建築建設事務
所取締役次長
（一級建築士）

福井県土木部
参与

H28.11.10 H28.10.31 H28.10.27 H28.10.25 H28.10.25 H28.10.13 H28.10.31

１　全体的説明 ※３段階評価（①良い、②普通、③悪い）

（１）内容の具体性
②ややわかり難

い

②ややわかり難

い
①わかりやすい ①わかりやすい ①わかりやすい

②ややわかり難

い

②ややわかり難

い

２　課題説明

（２）研究の背景・必要
性の妥当性

②普通 ②普通 ①大きい ①大きい ②普通 ②普通 ②普通

（３）研究開発の目的
の適切性

①適切 ②やや適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ②やや適切

（４）研究開発の目的
設定の妥当性

①明確 ②やや明確 ①明確 ①明確 ①明確 ②やや明確 ③不明確

（５）県の研究機関とし
て研究を行う妥当性

②やや高い ②やや高い ①高い ①高い ②やや高い ②やや高い ③低い

（６）研究計画の妥当
性

②やや適切 ②やや適切 ①適切 ①適切 ②やや適切 ②やや適切 ②やや適切

（７）目指すべき技術
水準

②やや適切 ②やや適切 ②やや適切 ②適切 ②やや適切 ②やや適切 ②やや適切

３　総合評価

総合判断
②一部修正して

推進すべき

②一部修正して

推進すべき
①推進すべき ①推進すべき ①推進すべき ①推進すべき

②一部修正して

推進すべき

コメント

各委員のコメン
ト以外は下記の

とおり

研究の背景や
意義を再整理

し、福井県土木

部として有益な

成果が得られる
ように的を絞っ

た研究内容の

検討が必要と考

えられます。

発泡スチロール
のリサイクル推

進に意義は大

きいと思うが、取

り出したポリスチ
レンの利用に関

しては専攻して

いる企業の研究

等もあるようであ
り、本研究所が

取り組むにあ

たっては、どこ

に特色を出すの
か、検討をした

方が良いように

思う。

－

処理・処分に苦
慮している廃棄

物を素材とし

て、充分な性能

を優した新たな
材料の開発およ

びそれを用いた

技術展開を図る

ことが出来ると
考える。

－

循環型社会の
形跡のため必

要と感じました。

発泡スチロール
の再生技術を

独自に検証す

る必要性が不

明確。発泡スチ
ロールの再生活

用技術を県土

木が必要とする

背景が不明確。
再生樹脂を補

修材として利用

できるかどうか

の検討に絞る等
の見直しを図る

べきではない

か。

４　その他

－ －

付着強度を出

す技術が難しい

ようですが、環
境に優しいリサ

イクル材料の開

発を目指して頑

張ってください。

－

委員名

所属等

評価票作成日

※（１）～（７）の

　　コメントも記載

他の研究成果

を参考し、また

目標水準を多
少下げてでも確

実な成果を期

待する。
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テーマ：道路における振動の簡易な原因調査方法の研究開発【事前評価】

日時：平成２８年１１月１０日（木）１４時～１６時３０分 着色部：委員長と異なる評価

荒井　克彦
委員長

山本　博文
委　員

菊沢　正裕
委　員

奥村　充司
委　員

寺川　直輝
委　員

羽場　千尋
委　員

大槻　英治
委　員

福井大学名誉
教授（建築建

設工学）

福井大学教授
（地学）

福井県立大学
教授（環境科

学）

福井工業高等
専門学校准教
授（地盤環境

工学）

福井商工会議
所地域振興部

長

㈲アーキズム
建築建設事務
所取締役次長
（一級建築士）

福井県土木部
参与

H28.11.10 H28.10.31 H28.10.27 H28.10.25 H28.10.25 H28.10.13 H28.10.31

１　全体的説明 ※３段階評価（①良い、②普通、③悪い）

（１）内容の具体性
②ややわかり難

い
①わかりやすい ①わかりやすい ①わかりやすい

②ややわかり難

い

②ややわかり難

い

②ややわかり難

い

２　課題説明

（２）研究の背景・必要
性の妥当性

①大きい ②普通 ①大きい ①大きい ②普通 ②普通 ①大きい

（３）研究開発の目的
の適切性

①適切 － ②やや適切 ①適切 ②やや適切 ①適切 ③不適切

（４）研究開発の目的
設定の妥当性

②やや明確 ①明確 ②やや明確 ①明確 ②やや明確 ②やや明確 ②やや明確

（５）県の研究機関とし
て研究を行う妥当性

①高い ②やや高い ①高い ①高い ②やや高い ②やや高い ②やや高い

（６）研究計画の妥当
性

②やや適切 ②やや適切 ①適切 ①適切 ②やや適切 ②やや適切 ②やや適切

（７）目指すべき技術
水準

②やや適切 ②やや適切 ①適切 ①適切 ②やや適切 ②やや適切 ②やや適切

３　総合評価

総合判断
②一部修正して

推進すべき

②一部修正して

推進すべき

②一部修正して

推進すべき
①推進すべき ①推進すべき ①推進すべき

②一部修正して

推進すべき

コメント

各委員のコメン
ト以外は下記の

とおり

客観的で有益
な成果が得られ

るように、研究

計画を十分に

検討して実施さ
れることを期待

します。

道路における振

動についての研

究であり、その意

義は大いにあると

思う。しかし地盤

の良し悪しが振

動に大きく関係し

ていることは明ら

かであろう。振動

を少なくする修繕

工法にめどをつ

けることは大切で

あると思うが、そ

の道筋が良く見

えなかった。

基礎データの蓄
積と、シンプル

な傾向を見出

す程度の目標

設定がよい。

－

・調査委方法や
調査対象は慎

重に検討すべ

き

・振動の要因は
家屋老朽化な

ど、多様なバイ

アスを考慮して

ほしい
・苦情を言わな

いほうがもっと深

刻な場合もある

振動の苦情は
交通量や交通

車両、軟弱地盤

など地域的特

徴があると思う
ので、それをどう

補正して検討し

ていくかが分か

りません。

対象を苦情が
寄せられている

箇所とするのは

不適切。損傷程

度の推定と適切
な補修時期、補

修方法の絞り込

みのための技術

とすべきで、調
査対象箇所を

補修実施予定

箇所の前後とし

てデータ蓄積を
図るべき。

４　その他 振動の苦情があ

る場所に限定す

る必要はない。苦

情の心理的な側

面も有している。

また、苦情の因果

関係を明らかに

するため、振動の

伝搬などの波動

の物理的要因の

みらなず道路の

劣化程度や地

形、地質、地盤の

強度など様々な

要因から検討し、

対応可能な方策

を見出す必要が

ある。

－

舗装構造と振動

の因果関係で

舗装内に空洞
があれば、太鼓

現象で振動が

発生すると思い

ますが、舗装の
構造劣化により

空洞が生じない

ような舗装工事

ができれば苦情
が発生しないの

でしょうが…。

－

委員名

所属等

評価票作成日

※（１）～（７）の

　　コメントも記載

－

計画書とプレゼ

ンでは、目的と

目標が不明確
であったが、「目

標が基礎データ

の蓄積」であり、

目的が「将来工
事時の周辺被

害低減への利

用」であるとの

説明で理解でき
た。計画書の書

き方に一工夫

必要か。
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テーマ：腐食マップ作成方法の研究開発【事前評価】

日時：平成２８年１１月１０日（木）１４時～１６時３０分 着色部：委員長と異なる評価

荒井　克彦
委員長

山本　博文
委　員

菊沢　正裕
委　員

奥村　充司
委　員

寺川　直輝
委　員

羽場　千尋
委　員

大槻　英治
委　員

福井大学名誉
教授（建築建

設工学）

福井大学教授
（地学）

福井県立大学
教授（環境科

学）

福井工業高等
専門学校准教
授（地盤環境

工学）

福井商工会議
所地域振興部

長

㈲アーキズム
建築建設事務
所取締役次長
（一級建築士）

福井県土木部
参与

H28.11.10 H28.10.31 H28.10.27 H28.10.25 H28.10.25 H28.10.13 H28.10.31

１　全体的説明 ※３段階評価（①良い、②普通、③悪い）

（１）内容の具体性 ①わかりやすい ①わかりやすい ①わかりやすい
②ややわかり難

い
①わかりやすい ①わかりやすい ①わかりやすい

２　課題説明

（２）研究の背景・必要
性の妥当性

①大きい ②普通 ①大きい ②普通 ①大きい ②普通 ②大きい

（３）研究開発の目的
の適切性

①適切 ②やや適切 ①適切 ②やや適切 ①適切 ①適切 ②やや適切

（４）研究開発の目的
設定の妥当性

②やや明確 ①明確 ②やや明確 ②やや明確 ①明確 ②やや明確 ②やや明確

（５）県の研究機関とし
て研究を行う妥当性

①高い ①高い ①高い ②やや高い ①高い ①高い ②やや高い

（６）研究計画の妥当
性

①適切 ①適切 ①適切 ②やや適切 ①適切 ②やや適切 ②やや適切

（７）目指すべき技術
水準

①適切 ②やや適切 ①適切 ②やや適切 ①適切 ①適切 ②やや適切

３　総合評価

総合判断
②一部修正して

推進すべき

②一部修正して

推進すべき
①推進すべき ①推進すべき ①推進すべき ①推進すべき

②一部修正して

推進すべき

コメント

各委員のコメン
トと同じにつき

省略。

橋梁等のメンテ

ナンスの必要性

は待ったなしであ

ると思う。今回の

研究はこれに貢

献する内容であ

り、意義は大きい

と思う。しかし、腐

食の原因は、環

境因子以外にも

多く、環境因子が

どの程度、腐食に

きいているのかを

見極めるような視

点も必要であると

思う。

－ －

民間の建設事
業者も腐食問

題で課題を抱え

ているので、結

果を一部でも民
間事業者に公

開してもらいた

い。

予防保全の考
え方は理解でき

るが、２頁の人

間で例えたイラ

ストは人間ドック
などの予防医学

の例の方が適

切だと思いま

す。

研究成果につい

て、地域別の腐

食進行の割り増

し係数の把握等

が基本になると考

えられるため、

マップの分類（道

路沿道別、流域・

谷筋別、積雪量

別等）について、

事前に評価項目

を想定して検証

を行うことで、より

信頼性の高い成

果を目指すことが

望ましい。

４　その他

－

※（１）～（７）の

　　コメントも記載

委員名

所属等

評価票作成日

－

この研究は、研究

結果が、２件の共

同研究に相当依

存するので、経費

の多くが「委託

費」かと思った

が、ほとんどが消

耗品とのこと。委

託研究と共同研

究の違いを明記

する、あるいは、

主たる経費（消耗

品費、備品費、委

託費、その他）の

項目があると２の

（６）の評価がやり

やすい。

センサー製作を

安価にできない

か。モデル地点
は腐食に関与

するどのような

要因（気象等）

を観測、計測す
るのか。微気象

が影響しない場

所を選定する必

要がある。
－

福井県データと

しての腐食マッ

プを作製する意
義は大きいと思

います。有限会

社西川建設設

計事務所　石澤
茉実
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テーマ：炭素繊維を用いたロードヒーティング工法の研究開発【事前評価】

日時：平成２８年１１月１０日（木）１４時～１６時３０分 着色部：委員長と異なる評価

荒井　克彦
委員長

山本　博文
委　員

菊沢　正裕
委　員

奥村　充司
委　員

寺川　直輝
委　員

羽場　千尋
委　員

大槻　英治
委　員

福井大学名誉
教授（建築建

設工学）

福井大学教授
（地学）

福井県立大学
教授（環境科

学）

福井工業高等
専門学校准教
授（地盤環境

工学）

福井商工会議
所地域振興部

長

㈲アーキズム
建築建設事務
所取締役次長
（一級建築士）

福井県土木部
参与

H28.11.10 H28.10.31 H28.10.27 H28.10.25 H28.10.25 H28.10.13 H28.10.31

１　全体的説明 ※３段階評価（①良い、②普通、③悪い）

（１）内容の具体性 ①わかりやすい ①わかりやすい ①わかりやすい ①わかりやすい ①わかりやすい ①わかりやすい ①わかりやすい

２　課題説明

（２）研究の背景・必要
性の妥当性

①大きい ①大きい ①大きい ①大きい ①大きい ①大きい ①大きい

（３）研究開発の目的
の適切性

①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切

（４）研究開発の目的
設定の妥当性

①明確 ②やや明確 ①明確 ①明確 ①明確 ②やや明確 ①明確

（５）県の研究機関とし
て研究を行う妥当性

①高い ①高い ①高い ①高い ①高い ②やや高い ①高い

（６）研究計画の妥当
性

①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ②やや適切 ②やや適切

（７）目指すべき技術
水準

①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切

３　総合評価

総合判断 ①推進すべき ①推進すべき ①推進すべき ①推進すべき ①推進すべき ①推進すべき ①推進すべき

コメント

各委員のコメン
ト以外は下記の

とおり

建設技術研究
センターの核と

なる研究の一つ

であり、大きな

前進を期待しま
す。

もし地下水方式
と同程度のトー

タルコストででき

るのであれば、

大いに推進す
べきであると思

う。耐久性の検

証も検討してい

ただけたらと思
う。

新工法（福井モ
デル）を生む出

してほしい。融

雪、凍結防止、

さらには補強効
果も期待され

る。それ以外の

ところで安全性

を損なう落とし
穴がないかに留

意されたい。

新素材を活用
し、コスト縮減、

人件費、労力の

低減、効率化を

図ることが期待
でき、これから

の冬期における

安全な道路交

通の対策として
革新的な技術と

考える。

福井県として積
極的に推進して

もよい研究の可

能性が高い。

過去の道路の
融雪の研究が

種々されている

が、イニシャルと

ランニングのバ
ランスのよい工

法がないので研

究の成果が楽し

みです。

技術的な実証と
ともに、コスト等

の課題の克服

により、適用可

能な箇所等がど
のように拡大で

きるか等につい

ても、研究成果

の分析の過程
で取り入れるこ

とが望ましい。

４　その他

－

炭素繊維を用

いる着眼は素

晴らしいと思い
ますが、電力を

使わず、地熱を

利用したり、蓄

熱ができたりな
ど今後、地球に

やさしいロード

ヒーティング工

法の開発を目
指してほしいと

思います。

－

委員名

所属等

評価票作成日

※（１）～（７）の

　　コメントも記載

－ － －
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テーマ：赤外線LEDを活用した路面凍結監視装置の開発【事前評価】

日時：平成２８年１１月１０日（木）１４時～１６時３０分 着色部：委員長と異なる評価

荒井　克彦
委員長

山本　博文
委　員

菊沢　正裕
委　員

奥村　充司
委　員

寺川　直輝
委　員

羽場　千尋
委　員

大槻　英治
委　員

福井大学名誉
教授（建築建

設工学）

福井大学教授
（地学）

福井県立大学
教授（環境科

学）

福井工業高等
専門学校准教
授（地盤環境

工学）

福井商工会議
所地域振興部

長

㈲アーキズム
建築建設事務
所取締役次長
（一級建築士）

福井県土木部
参与

H28.11.10 H28.10.31 H28.10.27 H28.10.25 H28.10.25 H28.10.13 H28.10.31

１　全体的説明 ※３段階評価（①良い、②普通、③悪い）

（１）内容の具体性 ①わかりやすい
②ややわかり難

い
①わかりやすい ①わかりやすい ①わかりやすい

②ややわかり難

い
①わかりやすい

２　課題説明

（２）研究の背景・必要
性の妥当性

①大きい ①大きい ①大きい ①大きい ②普通 ①大きい ①大きい

（３）研究開発の目的
の適切性

①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切

（４）研究開発の目的
設定の妥当性

①明確 ②やや明確 ①明確 ①明確 ①明確 ②やや明確 ①明確

（５）県の研究機関とし
て研究を行う妥当性

①高い ②やや高い ①高い ①高い ②やや高い ②やや高い ①高い

（６）研究計画の妥当
性

①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ②やや適切 ①適切

（７）目指すべき技術
水準

①適切 ②やや適切 ①適切 ①適切 ②やや適切 ②やや適切 ①適切

３　総合評価

総合判断 ①推進すべき
②一部修正して

推進すべき
①推進すべき ①推進すべき ①推進すべき ①推進すべき ①推進すべき

コメント

各委員のコメン
ト以外は下記の

とおり

建設技術研究
センターの核と

なる研究の一つ

であり、大きな

前進を期待しま
す。

路面の状況を的

確に把握するた

めの研究であり、

その意義は大き

いといえる。「凍

結監視で重要な

点は、路面が濡

れているかどうか

である」と記され

ており、その通り

であるとするなら

ば、別の方法もあ

るのでは。例えば

路面の反射率な

ど。

濡れの判定を
基に、凍結予測

ができるシステ

ムに発展する基

礎研究として期
待される。

これまでの研究
成果と合わせ

て、交通安全対

策を推進するた

めに技術の確
立を目指して頂

きたい。

－

赤外線LEDを活
用してブラック

アイスを識別し

ようという新しい

試みに期待しま
す。

既存開発技術と
の組合わせによ

り、適用可能な

箇所等がどのよ

うに拡大できる
か等について

も、研究成果の

分析の過程で

取り入れること
が望ましい。

４　その他

－

既存のネット

ワークに提供し

てカメラ画像とし
て確実な検知を

することにより冬

季の道路の安

全性が確保でき
ると思います

が、さらに、運転

者にも識別しや

すようにカーナ
ビやSNS発信な

どにつなげて

いっていただけ

たらと思いま
す。

－

委員名

所属等

評価票作成日

※（１）～（７）の

　　コメントも記載

－ － －
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第３４回 福井県建設技術研究センター 評価委員会評価結果（課題評価委員会） 

テーマ足羽川の水面利用施設の土砂堆積軽減に関する研究【事後評価】

日時：平成２９年　３月１４日（火）９時３０分～１２時 着色部：委員長と異なる評価

荒井　克彦
委員長

山本　博文
委　員

菊沢　正裕
委　員

奥村　充司
委　員

寺川　直輝
委　員

羽場　千尋
委　員

大槻　英治
委　員

福井大学名誉
教授（建築建

設工学）

福井大学教授
（地学）

福井県立大学
教授（環境科

学）

福井工業高等
専門学校准教
授（地盤環境

工学）

福井商工会議
所地域振興部

長

㈲アーキズム
建築建設事務
所取締役次長
（一級建築士）

福井県土木部
参与

H29.3.27 H29.3.21 H29.3.14 H29.3.23 H29.3.16 H29.3.21 H29.3.14

１　研究の達成度 ※３段階評価（①良い、②普通、③悪い）

（１）研究計画の達成
度

①達成 ②おおよそ達成 ①達成 ①達成 ②おおよそ達成 ①達成 ①達成

（２）研究計画の妥当
性

①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切

２　課題説明

（３）研究内容・成果の
妥当性

①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切

（４）成果の技術的妥
当性

②できる ②ややできる ①できる ①できる ①できる ①できる ①できる

（５）成果の利用の可
能性

①見込める ①見込める ①見込める ②やや見込める ①見込める ②やや見込める ②やや見込める

（６）成果の波及効果 ①見込める ①見込める ①見込める ②やや見込める ①見込める ②やや見込める ②やや見込める

（７）今後の展開の可
能性

①見込める ①見込める ②やや見込める ②やや見込める ①見込める ②やや見込める ①見込める

３　総合評価

総合判断 ①高い ①高い ①高い ①高い ①高い ①高い ①高い

目標の達成が高いま
たは低いことの主な要
因
（複数あればすべてあ
げて下さい）

同左 －

良

研究の背景との合

致、目的・目標の設

定、研究計画の妥当

性、研究内容・成果、

成果の発表・提示方

法

適切

研究内容の難度

目的・目標の設
定、研究計画の

妥当性、研究期

間 の設定、研

究上の技術的
熟度

良
研究の背景と合

致、目的・目標

の設定、成果の

利・活用方法

良

研究の背景と合致、

目的・目標の設定、

研究計画の妥当性、

成果の発表・提示方

法

適切

研究内容の難度

良
研究の背景との

合致

目的・目標の設

定
研究内容・成果

コメント

同左

－

　研究自体は完

成し有効な成果
を産んでいる。

　本研究は現地

調査、模型実験、

数値解析を用い

て研究成果を検

証しており、工学

的信頼度が高い

研究といえる。

　早く シミュレーショ

ン化を実現し、県内

河川での実用を期待

します。足羽川幸橋

付近の景観改良にも

期待します。沈床の

水面上部に草が茂っ

ていたので、景観的

に見栄えが良く 改良

いただきたい。

　景観の美しい足

羽川の水面利用

をもっと積極的に

PRし、この研究成

果の可能性がもっ

と大きく展開して

けば良いと思いま

した。

－

４　その他 同左

委員全員から高
い評価結果が

得られていま

す。数値シミュ

レーションによる
方法を実用化し

て、今後の福井

県内河川にお

ける普及を期待
します。

　今後、水面利

用施設の土砂

堆積軽減が長
期にわたり維持

できるかどうか、

モニタリングを

継続してほし
い。

　洪水時のレキ対

策と他サイトへの

手法の適用の２

つの課題をクリ

アーすることで本

研究の意義が格

段に大きくなる。

前者について

は、洪水時と平

時のそれぞれに

ついての対策法

を考えるのがよい

と思う。後者につ

いてはシンプル

な対策工こそが、

他のサイトへの適

用を容易にする

のではないかろう

か。

河川工事による

上流からの土砂

の流出も減少し
ており、今後、

足羽川ダム建

設に伴う濁質流

出について注
視しながら、木

工沈床の劣化

確認、長期的な

モニタリングを
継続する必要

がある。ワンドの

創出と維持管理

にも本技術が利
用可能と考えら

れる。

－

　木工沈床は安

価でまた、県産

材の杉材など活
用できるのでな

いかと思いまし

た。ただ、他の

流域での流向、
流速でのシュミ

レーション等に

よりモデル化を

していく方法の
確立が必要かと

感じました。

　対象個別での

堆積土砂の量

的、質的分布（実

測）と解析および

実験結果で得ら

れた流速分布か

ら推定された分

布の相違を整理

することができれ

ば、今回の対策

方法の決定プロ

セス～設計手法

の一般化に向け

て、実験の要否

や重要性、解析

による設計の可

否～適否の判断

等が可能になると

思われる。

委員名

所属等

評価票作成日
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テーマ：橋梁床板の診断技術の開発【中間評価】

日時：平成２９年　３月１４日（火）９時３０分～１２時 着色部：委員長と異なる評価

荒井　克彦
委員長

山本　博文
委　員

菊沢　正裕
委　員

奥村　充司
委　員

寺川　直輝
委　員

羽場　千尋
委　員

大槻　英治
委　員

福井大学名誉
教授（建築建

設工学）

福井大学教授
（地学）

福井県立大学
教授（環境科

学）

福井工業高等
専門学校准教
授（地盤環境

工学）

福井商工会議
所地域振興部

長

㈲アーキズム
建築建設事務
所取締役次長
（一級建築士）

福井県土木部
参与

H29.3.27 H29.3.21 H29.3.14 H29.3.23 H29.3.16 H29.3.20 H29.3.14

１　研究の進捗 ※３段階評価（①良い、②普通、③悪い）

（１）研究の進捗度 ①良好 ②やや遅い ②やや遅い ②やや遅い ②やや遅い ①やや遅い ①良好

（２）研究計画の妥当
性

②やや適切 ②やや適切 ②やや適切 ①適切 ②やや適切 ①適切 ②やや適切

２　研究内容の評価

（３）研究内容の妥当
性

①適切 ①適切 ①適切 ②やや適切 ②やや適切 ①適切 ①適切

（４）目的・目標の達成
の見込み度

①見込める ①見込める ①見込める ①見込める ①見込める ①見込める ①見込める

目指すべき技術的水
準

②やや妥当 ②やや妥当 ②やや妥当 ①妥当 ②やや妥当 ②やや妥当 ①妥当

３　総合評価

総合判断 ①継続すべき ②一部修正 ②一部修正 ①継続すべき ①継続すべき ①継続すべき ①継続すべき

コメント

同左

プレゼンテーショ

ンが分かりにくく、

評価委員が研究

内容を十分には

理解できなかった

ために、適切な評

価が行われいな

い可能性がありま

す。研究の全体

的位置付けや意

義を明確に意識

し、表現していく

ことが期待されま

す。

　高感度センサ
の導入がうまく

いっていない

が、新しい装置

導入の際にはよ
くあることと思

う。設置方法

等、計測値のば

らつきの原因を
探ることも必要

では。

・正確なたわみ
測定とシミュ

レーションの信

頼性を伝えるこ

とができれば、
研究の評価も高

まると思う。

・たわみ計測、

塗装、シミュ
レーション、検

証という一連の

研究ではある

が、分別あるい
は分担して進め

ることはできな

いか。

橋梁の補修・補
強計画を立てる

上で重要な研

究である。コスト

面から小型
FWDの活用が

前提となるが、

その妥当性に

ついて検討を
行っている。

橋梁床板の寿
命測定では成

果があり良かっ

たです。

研究終了時期
を明確にしてい

ただきたかった

です。

専門用語が難し
くて、発表が理

解しにくかった

です。

　橋梁床板の補
修、強度はとて

も重要だと思い

ます。適切な診

断技術の早期
開発を期待しま

す。

－

４　その他 手法の確立は

困難を伴うが、

床板のたわみを
算定するソフト

ウェアで用いら

れるパラメータ

の妥当性につ
いて検証すると

ともに、現場で

の実証と課題の

修正により本診
断技術が実用

化されることを

期待する。

－

H28年度の進捗

が低いので今後

実橋での検証
結果に期待した

い。高感度セン

サーの実用は

困難であったよ
うですが、他の

研究での活用を

お願いします。

・研究を説明する際、

既存の研究成果と今

回の技術開発によっ

て解決する課題、そ

の解決によって得ら

れる研究の意義（ど

のよう か改善、効率

化が見込まれるのか

等）について簡潔な

説明が必要。

・成果として期待され

るコスト、マンパワー、

調査日数の短縮、適

用範囲の拡大がどの

程度となるか等、開

発効果の定量的な評

価を行う と良い。

委員名

所属等

評価票作成日

同左

－

・小型FWDの豊富な

経験を活かす記述

や、適用したシミュ

レーショ ンの適正

（正当）性を明記する

ことが評価を高めると

思う 。

・高感度センサにこ

だわったために手間

取った感が否めな

い。なぜ、ばらつく

か、について早期に

検討すべきだったと

思う 。

・努力しているにもか

かわらず、多岐に渡

る研究を一つの報告

にまとめたことで薄っ

ぺらにみえてしまう

のが残念だ。
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テーマ：舗装構造の劣化診断技術の開発【中間評価】

日時：平成２９年　３月１４日（火）９時３０分～１２時 着色部：委員長と異なる評価

荒井　克彦
委員長

山本　博文
委　員

菊沢　正裕
委　員

奥村　充司
委　員

寺川　直輝
委　員

羽場　千尋
委　員

大槻　英治
委　員

福井大学名誉
教授（建築建

設工学）

福井大学教授
（地学）

福井県立大学
教授（環境科

学）

福井工業高等
専門学校准教
授（地盤環境

工学）

福井商工会議
所地域振興部

長

㈲アーキズム
建築建設事務
所取締役次長
（一級建築士）

福井県土木部
参与

H29.3.27 H29.3.21 H29.3.14 H29.3.23 H29.3.16 H29.3.20 H29.3.14

１　研究の進捗 ※３段階評価（①良い、②普通、③悪い）

（１）研究の進捗度 ②やや遅い ①良好 ②やや遅い ②やや遅い ②やや遅い ②やや遅い ①良好

（２）研究計画の妥当
性

②やや適切 ②やや適切 ②やや適切 ①適切 ②やや適切 ②やや適切 ①適切

２　研究内容の評価

（３）研究内容の妥当
性

①適切 ①適切 ①適切 ②やや適切 ②やや適切 ②やや適切 ②やや適切

（４）目的・目標の達成
の見込み度

①見込める ①見込める ①見込める ①見込める ①見込める ①見込める ①見込める

目指すべき技術的水
準

②やや妥当 ②やや妥当 ②やや妥当 ②やや妥当 ②やや妥当 ①妥当 ②やや妥当

３　総合評価

総合判断 ①継続すべき ①継続すべき ②一部修正 ①継続すべき ①継続すべき ①継続すべき ①継続すべき

コメント

同左

プレゼンテーショ

ンが分かりにくく、

評価委員が研究

内容を十分には

理解できなかった

ために、適切な評

価が行われいな

い可能性がありま

す。研究の全体

的に位置づけや

意義を明確に意

識し、表現してい

くことが期待され

ます。

　小型FWDで舗

装の状態を診断

できるようにする

ことは、路面のメ

ンテアンナス上、

重要と考えられ

る。しかし多くの

現場でこれを実

施することは難し

く、例えばひび割

れの状況等と

FWDとの結果が

対応できるなら

ば、より簡易な手

法開発に結び付

くのでないか。

・劣化が進む舗

装道路は全国に

ある。その診断技

術の研究の現況

を簡潔に記して

ほしい。

・小型FWDをも

つ当センターが

優位になるなら、

その部分に特化

し、逆解析やひ

び割れ率はそれ

を専門とする他の

研究者に委ね、

共同研究の形を

とれないか。

　小型FWDにより

たわみ計測に関

してFWDとの比

較を行い同等の

精度で測定可能

であることを明ら

かにできた。小型

FWDによる計測

方法の確立に時

間を要し、ひび割

れ率を算出する

ための手順がや

や複雑である点

が診断技術とし

ての確立できるか

懸念される。

　本研究成果を
多くの県でも必

要とされている

点や、本県研究

の優位性をもう
少し丁寧に説明

いただけると、

費用対成果がり

かいしやすかっ
たです。これか

らもプレゼンが

難しかったで

す。

　報告書の記載
課題d、eで進捗

率が20％となっ

ていますが、今

後1年で研究は
達成できるので

しょうか？

－

４　その他 　小型FWDのた

わみ値を現場

CBR値を測定し
て検証する。自

動プログラムを

現場に合うよう

に試行錯誤す
るがその際のパ

ラメータ値は他

の現場で適用

可能なのか。汎
用性は担保さ

れているのか。

－

　小型FWDによ

る診断（内部）と

ひび割れ率算
出（表面）と2つ

の研究を一緒に

評価することに

少々疑問を感じ
ました。

　舗装構造の劣

化診断という点

で研究課題とし
てとらえる事で

しょうか？

・研究を説明する際、

既存の研究成果とい

う 今回の技術開発に

よって解決する課

題、その解決によっ

て得られる研究の意

義（どのよう な改善、

効率化が見込まれる

のか等）について簡

潔な説明が必要

（特に、小型FWDの

活用と、画像解析と

いう 二つの技術開発

目的が実際の調査

業務にどのよう に貢

献するかを、より分か

りやすく 説明すべ

き。）

委員名

所属等

評価票作成日

同左 　タイトルを、例

えば「小型FWD

を用いた舗装構
造の劣化診断

法」にすると研

究の目的がわか

りやすい。

 

 



 - 66 - 

テーマ：ＬＣＣ削減を目的とした点検と同時にできる橋梁等の応急塗装【中間評価】

日時：平成２９年　３月１４日（火）９時３０分～１２時 着色部：委員長と異なる評価

荒井　克彦
委員長

山本　博文
委　員

菊沢　正裕
委　員

奥村　充司
委　員

寺川　直輝
委　員

羽場　千尋
委　員

大槻　英治
委　員

福井大学名誉
教授（建築建

設工学）

福井大学教授
（地学）

福井県立大学
教授（環境科

学）

福井工業高等
専門学校准教
授（地盤環境

工学）

福井商工会議
所地域振興部

長

㈲アーキズム
建築建設事務
所取締役次長
（一級建築士）

福井県土木部
参与

H29.3.27 H29.3.21 H29.3.14 H29.3.23 H29.3.20 H29.3.14

１　研究の進捗 ※３段階評価（①良い、②普通、③悪い）

（１）研究の進捗度 ①良好 ①良好 ①良好 ①良好 ①良好 ①良好 ①良好

（２）研究計画の妥当
性

①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切

２　研究内容の評価

（３）研究内容の妥当
性

①適切 ②やや適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切

（４）目的・目標の達成
の見込み度

①見込める ①見込める ①見込める ①見込める ①見込める ①見込める ①見込める

目指すべき技術的水
準

①妥当 ②やや妥当 ①妥当 ①妥当 ①妥当 ①妥当 ①妥当

３　総合評価

総合判断 ①継続すべき ①継続すべき ①継続すべき ①継続すべき ①継続すべき ①継続すべき ①継続すべき

コメント

同左
委員全員から良

い評価結果が

得られていま

す。実用的な良
い研究成果が

得られるように

研究のまとめを

行うことが期待さ
れます。

－

　手際のよい方
法で予定より早

く成果をだして

いる。

　外乱と応答の
関係から塗装の

効果を評価し、

研究の質的向

上を図ってほし
い。

　防錆方法およ

び塗装種の検

討、対象橋梁の

選定はいずれも

適切に計画され、

また、実施後の評

価も適切である。

とくに福井県全域

に渡って、地理的

要因である離岸

距離との関係や

人為的要因であ

る凍結防止剤の

使用の有無の2

つの要因につい

ての検証による

成果が期待でき

る。

　早く結果を出
して、実用化を

期待します。

今回の、点検と

同時塗装により
具体的なコスト

縮減額（率）、も

しくは目標とし

ている縮減率な
どが知りたかっ

たです。

　昨年度からの
研究ですが、研

究の方向性や

選定の仕方など

柔軟な計画性
が評価できま

す。

－

４　その他 　成果としては

期待されるコス

ト、マンパワー、
調査日数の短

縮がどのような

適用範囲（対象

橋梁数等）を持
つものか等、開

発の波及効果

について定量

的な評価を行う
と良い。

委員名

所属等

評価票作成日

同左 　橋梁等のLCC削減

は非常に大切なテー

マであると思う 。

　錆（腐植）の進み方

の要因を塩分の多少

のみで説明しよう とし

ているかと思う が、こ

れ以外の要因はない

のかについて検討で

きないであろう か。

腐植の要因（塩分が

その多く を担ってい

たとしても、塩分が作

用しやすい状況な

ど）が分かれば、橋

梁等の設計に活か

す工夫もできるので

はないか。

　経費をかけた

塩分調査結果

を有効に活用
する意味でも、

飛来塩分量と応

答の関係を分

析する今後の
成果に期待した

い。

　既存橋梁の離

岸距離と凍結防

止剤の使用の有

無から腐食速度

の算定を行い、施

設経過時間との

関係から鋼橋の

長寿命化計画を

立てるための資

料となる。LCC低

減効果、防錆方

法や塗装種の検

討による維持管

理費の低減効果

を明らかにして本

研究の成果を整

理して頂きたい。

－

　現段階で実橋

での実証実験ま

で進んでいる
が、進捗率20％

は低いのではな

いだろうか？あ

と2年間でモニタ
リングと大気環

境調査を進める

のであれば、課

題を拡げたり他
分野での活用

なども考慮され

ればよいと思い

ます。
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テーマ：マイコンを使った積雪センサーの開発【中間評価】

日時：平成２９年　３月１４日（火）９時３０分～１２時 着色部：委員長と異なる評価

荒井　克彦
委員長

山本　博文
委　員

菊沢　正裕
委　員

奥村　充司
委　員

寺川　直輝
委　員

羽場　千尋
委　員

大槻　英治
委　員

福井大学名誉
教授（建築建

設工学）

福井大学教授
（地学）

福井県立大学
教授（環境科

学）

福井工業高等
専門学校准教
授（地盤環境

工学）

福井商工会議
所地域振興部

長

㈲アーキズム
建築建設事務
所取締役次長
（一級建築士）

福井県土木部
参与

H29.3.27 H29.3.21 H29.3.14 H29.3.23 H29.3.16 H29.3.20 H29.3.14

１　研究の進捗 ※３段階評価（①良い、②普通、③悪い）

（１）研究の進捗度 ①良好 ①良好 ②やや遅い ①良好 ①良好 ①良好 ①良好

（２）研究計画の妥当
性

①適切 ①適切 ②やや適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切

２　研究内容の評価

（３）研究内容の妥当
性

①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切 ①適切

（４）目的・目標の達成
の見込み度

①見込める ①見込める ①見込める ①見込める ①見込める ○達成した ①見込める

目指すべき技術的水
準

①妥当 ②やや妥当 ①妥当 ①妥当 ①妥当 ①妥当 ①妥当

３　総合評価

総合判断 ①継続すべき ①継続すべき ②一部修正 ①継続すべき ①継続すべき ①継続すべき ①継続すべき

コメント

同左
委員のほぼ全

員から良い評価

結果が得られて

います。福井県
建設技術研究

センターの長年

にわたる研究

テーマの一つで
あり、実用的な

研究成果の進

展が期待されま

す。

　積雪判定にお

いて、積雪状態

の情報が一番必

要なタイヤの通

過するアスファル

ト上に、判定が容

易にできるよう

に、マーカーを設

置できないか（路

面にペイント

等）。またマー

カーが色付だと、

より積雪判定がし

やすいのではな

いか。可能ならば

検討をお願いし

たい。

　PCではなくマ
イコンを使って

廉価で運用しや

すい装置の開

発には、大いに
期待している。

　安全側といえ

精度の弱点を

克服するため、
会議で助言され

たRGB出力を利

用する新発想を

取り入れてほし
い。

　従来のパソコン

画像処理型と比

較してマイコン積

雪センサと優れ

た点をまとめてい

る。特に機器の劣

化速度のみに依

存し、ソフトウェア

のメンテナンスを

免れる点、安価

である点は、普及

の面、長期間の

使用を考慮する

とメリットは大き

い。数々の課題を

解決し、実証実

験の成果に期待

する。

　あらゆる可能
性を除外せず

検いただきた

い。

　実際のコスト
目標を明確にし

ている点は評価

できます。

　コスト縮減に
果敢に取り組ん

でおられ、課題

を明確にしマイ

コンソフトを改良
するなど評価で

きます。

－

４　その他 試作機による検

証結果につい

て、特に導入時
の機材の性能と

コストだけでな

く、観測精度

（エラー）による
融雪コストの差

についても検討

し、観測機器の

性能と消雪シス
テム全体のLCC

最小化にむけ

たバランスの最

適化について
考察できると良

い。

委員名

所属等

評価票作成日

同左

－ － － －

　この研究は

H28年度までと

なっており進捗
もほぼ完了して

いるのに、なぜ

中間評価となっ

ているのかわか
りませんでした。

H28年冬の実証

実験の結果、技

術資料の作成
を行って最終と

なるのでしょう

か？事後評価

に期待します。
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委員会出席者 

 

【評価委員】 

（外部委員） 

服部 勇      福井大学名誉教授（地学） 

荒井 克彦     福井大学名誉教授（建設工学） 

菊沢 正裕     福井県立大学学術教養センター教授（環境科学） 

奥村 充司     福井工業高等専門学校准教授（地盤環境工学） 

寺川 直輝     福井商工会議所地域振興部長 

羽場 千尋     アーキズム建築設計事務所取締役（一級建築士） 

（内部委員） 

浦  真      土木部技幹 

 

 

【オブザーバー】 

（土木管理課） 

向川 泰弘     主任 

 


